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 身近にある別世界 
 

義母を見送って２週間後、私はハローワークを独り尋ねた。受付で７０歳でも働

ける仕事なら無条件で働きたい、と申し出ると１４番の窓口を紹介され「あなたは

背が高いし目立つから警備員でいいじゃない、すぐに電話して明日面接の予約を取

ったから行きなさいよ」と言われ翌日に面談に行くと即決で採用され３日間の講習

の日時が決まり、以後日曜日以外はフルタイムで働くようになった。 

工事に伴う片側通行の交通誘導が主な仕事なのだが、日々場所は変わるし人も変

わる。８時から１７時ぐらいが平均的だが日によって早く終わる時もある。私は新

人なので毎日、先輩社員から怒られてばかりなのだが、妙に楽しくストレスが全くなく寝つきも良い。 

ずいぶん昔、土木会社で働く後輩に、「わしは年を取ったら最後は土木作業員で泥まみれであくせくしながら死ん

でいきたい」と言っていた。機会あるごとに死に際のことを度々言ったり書いたりしているが、死ぬときは畳やベ

ッドの上では死にたくない。安閑とした環境よりもあくせくもがきながらの野垂れ死に憧れるのである。 

印象的だった先輩諸氏の死模様を見聞きするに、私の叔母で貧しかった「きみちゃん」の栄養失調による飢餓死

ほど強烈なインパクトを私に与えたものはない。きみちゃんは生前、私に「金がなくなれば、１０日も飲み食いし

なかったら死ねるわ、心配せんでもよい」と言ってケロッとしていた。その言葉を聞いた時に、何ともいえない安

心感を得た。えらい人の説教や書物よりも真実だと直感した。そんな影響もあるのか、今の仕事はこれまで経験し

てきたどの仕事よりも私に適した仕事だと思える。昨日、一緒に働いた同僚は８０歳で元気はつらつ。訳を聞くと、

警備員はアルバイト、本業は漫才師の現役で１３キロのアコーディオンを担ぐためには体力・気力が要るから６年

前からアルバイトをしている、もう歳など考えない事だとやる気満々。身近に知らなかった別世界が待っていた。 
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䣍
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で
す
䣎
七
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の
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わ
れ
ま

す
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こ
の
詩
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供
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䣬
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よ
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䣍
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な
好
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と
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の
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を
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せ
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で

す
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七
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䣍
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で
す
䣎
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民
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金
に
よ
䣬
て
占
領
さ
れ
䣍
南
宋
は
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な

貢
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送
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䣍
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叫
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叶
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と
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ら
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似
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す
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の
せ
い
で
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䣯
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か
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古
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葉
が
散
り

ば
め
ら
れ
た
詩
が
あ
䣬
た
䣎
ハ
ガ
キ
は
䣍䣕
ひ
ま

わ
り
や
䣖
が
一
九
七
〇
年
に
制
作
し
た
も
の
䣎
詩

䥹
か
䣍
ど
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中
原
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さ
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題
は
な
い
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じ
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ら
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葉
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䣹
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タ
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後
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䣎
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じ
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詩
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䣕
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す
る
心
䣖
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䣍
こ
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の
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世
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䣍
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荒
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䣍
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く
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に
不
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で
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独

な
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か
䣎
そ
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と
こ
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は
違
う
と
分
か
䣬
て
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䣖
の
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治
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䣍
美
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ら
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葉
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い
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あ
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〇
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䣍
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史
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コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ
受
ケ
テ
ク
レ 
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ウ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ
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オ
ク
レ 

 

ハ
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ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル
ゾ 

 

䣓
サ
ヨ
ナ
ラ
䣔
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ 

 

し
か
し
䣍
こ
の
本
は
䣕䣓
サ
ヨ
ナ
ラ
䣔
ダ
ケ
ガ
人

生
カ
䣖
と
問
い
䣍䣓
漢
詩
七
五
訳
に
遊
ぶ
䣔䣎
こ
ん

な
具
合
だ
䣎 

 

 

洛
中
訪
袁
拾
遺
不
遇 

 

孟
浩
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洛
陽
訪
才
子 

 

江
嶺
作
流
人 

 

聞
説
梅
花
早 

 

何
如
此
地
春 

  
 

洛
中
に
袁
拾
遺
を
訪
ね
し
も
遇
わ
ず 

  

洛
陽
に
才
子
を
訪
え
ば 

 

江
嶺
に
流
人
と
作
れ
り
䥹
な
れ
り
䥺 

 

聞
く
な
ら
く
梅
花
早
し
と 

 

此
の
地
の
春
と
如
何
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東
京
本
社
ヲ
訪
ネ
レ
バ 

  

東
京
本
社
ヲ
訪
ネ
レ
バ 

 

君
ハ
辺
地
ニ
左
遷
ト
カ 

 

御
地
ハ
梅
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花
ザ
カ
リ 

 

春
ノ
思
イ
ハ
如
何
バ
カ
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そ
の
中
に
䣍
周
南
の
祝
婚
歌
䣓
桃
夭
䣔
䥹
と
う

よ
う
䥺
が
あ
䣬
た
䣎
孔
子
䥹
紀
元
前
五
五
一―

前

四
七
九
䥺
が
殷
の
末
期
か
ら
春
秋
時
代
半
ば
ま
で

の
詩
三
百
を
編
纂
し
た
と
い
う
䣕
詩
経
䣖
に
収
め

ら
れ
た
歌
で
あ
る
䣎䣓
夭
夭
䣔䥹
よ
う
よ
う
䥺
は
若

く
美
し
い
さ
ま
䣍䣓
灼
灼
䣔䥹
し
䣭
く
し
䣭
く
䥺
は

花
が
盛
ん
に
咲
く
さ
ま
䣍䣓
蕡
䣔䥹
ふ
ん
䥺
は
木
の

実
の
ふ
く
ら
む
さ
ま
䣍䣓
蓁
蓁
䣔䥹
し
ん
し
ん
䥺
は

葉
の
茂
り
あ
う
さ
ま
を
い
う
䣎䣓
室
家
䣔
䣓
家
室
䣔

䣓
家
人
䣔
は
一
家
族
を
言
い
か
え
た
も
の
䣎
ま
た

䣓
帰
䣔
に
は
䣓
と
つ
ぐ
䣔
と
い
う
訓
み
方
が
あ
る

と
い
う
䣎
古
来
中
国
で
は
䣍
桃
に
厄
を
封
ず
る
霊

的
な
力
が
あ
る
と
さ
れ
䣍
祝
い
事
に
は
桃
を
か
た

ど
䣬
た
絵
や
菓
子
を
供
え
る
風
習
が
あ
る
と
の

こ
と
䣎 
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夭
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之
夭
夭 
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之
夭
夭 

 
 
 

 

灼
灼
其
花 

 

有
蕡
其
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之
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于
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之
子
于
帰 

 
之
子
于
帰 

宜
其
室
家 

 

宜
其
家
室 

 

宜
其
家
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桃
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夭
夭
た
る 

 

灼
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た
る
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の
花 
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子
于
䥹
こ
こ
䥺
に
帰
䥹
と
つ
䥺
ぐ 

其
の
室
家
に
宜
し
か
ら
ん 
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る 

有
䥹
ま
た
䥺
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た
り
其
の
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之
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子
于
に
帰
ぐ 

其
の
家
室
に
宜
し
か
ら
ん 

 

桃
の
夭
夭
た
る 

其
の
葉
蓁
蓁
た
り 

之
の
子
于
に
帰
ぐ 

其
の
家
人
に
宜
し
か
ら
ん 

 

桃
ハ
イ
キ
イ
キ 

ソ
ノ
実
ハ
円
䥹
ツ
ブ
䥺
ラ 

 

桃
ハ
ノ
ビ
ノ
ビ 

ソ
ノ
花
サ
カ
ル 

コ
ノ
娘
䥹
コ
䥺
嫁
ゲ
バ 

家
内
繁
盛 

 

桃
ハ
イ
キ
イ
キ 

ソ
ノ
実
ハ
円
ラ 

コ
ノ
娘
娶
レ
バ 

子
孫
繁
栄 

 
 

 

桃
ハ
フ
サ
フ
サ 

ソ
ノ
葉
ハ
繁
ル 

コ
ノ
娘
貰
エ
バ 

主
人
安
泰 

 

あ
あ
正
に
䣍 

  
 

桃
熟
れ
て
命
は
水
の
美
し
さ 

 

で
は
な
い
か
䣎 

䥹
か
た
ち
は
心
で
あ
り
䣍
心
は
か
た
ち
に
な
る

■
大
分
の
素
老
人
䥺 

 

䣓
哲
学
爺
い
䣔
の
時
事
放
談
䥹
４
４
䥺 

祖
蔵 

哲 

 
 

䦅
䣓
22
年 

時
事
哲
学
語
り
事
始
め
䣕
二
つ
の

コ
モ
ン
䣖䣔
䦅 

  

西
暦
２
０
２
０
年
代
がC

ovid19

の
パ
ン

デ
ミ
䣹
ク
で
始
ま
䣬
た
の
は
象
徴
的
で
あ
䣬
た
䣎

そ
し
て
今
年
は
そ
れ
か
ら
す
で
に
二
年
経
過
䣎

２
０
２
２
年
を
迎
え
依
然
と
し
て
パ
ン
デ
ミ
䣹

ク
は
収
束
せ
ず
䣍
そ
の
第
６
波
は
再
び
世
界
に

拡
散
し
つ
つ
あ
る
䣎
こ
の
パ
ン
デ
ミ
䣹
ク
は
何

を
メ
タ
フ
䣴
䤀
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
䣍
そ
れ

は
䣕
終
わ
り
䣖
で
あ
る
䣎
そ
し
て
こ
の
繰
り
返

し
は
䣕
も
う
終
わ
䣬
て
い
る
䣖
と
い
う
こ
と
の

ダ
メ
押
し
で
あ
る
䣎
何
が
終
わ
䣬
た
の
か
䣎
そ

れ
は
か
つ
て
䣓
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
䣔
と
言
わ
れ
た

産
業
革
命
以
来
の䣓
近
代
体
制
䣔で
あ
䣬
た
が
䣍

今
終
わ
䣬
て
い
る
の
は䣓
現
代
体
制
䣔で
あ
る
䣎

す
べ
て
が
終
わ
䣬
た
䣎䣕
後
の
祭
り
䣖
で
あ
る
䣎

䣓
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
䣹
ク
䣔
は
そ
の
隠
喩
で

あ
る
䣎 

 

䥹
１
䥺䣓
時
事
放
談
䣔
パ
ン
デ
ミ
䣹
ク
以
後
の
テ

䤀
マ
を
振
り
返
る 

 

２
０
２
０
年
の
年
初
一
月
号
の
タ
イ
ト
ル
は

䣕
不
安
と
リ
ス
ク
の
哲
学
䣖
で
あ
䣬
た
䣎
そ
れ

以
後
䣕
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
䣖䣕
イ
ン
フ
䣸
デ
ミ
䣹

ク
陰
謀
論
䣖䣕
不
条
理
䣖䣕
人
間
と
ウ
イ
ル
ス
䣖

䣕
分
配
と
公
正
䣖
と
続
く
䣎
そ
こ
に
は
人
間
の

生
存
が
䣓
人
間
世
界
内
で
の
共
存
䣔
か
ら
䣓
自

然
を
含
む
地
球
規
模
で
の
共
存
䣔
の
問
題
へ
と
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テ
䤀
マ
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
䣎

一
方
で
昨
年
度
は
䣍
そ
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
䣹

ク
禍
で
人
間
は
今
ま
で
通
り
の
生
き
方
が
で
き

る
の
か
䣍
が
問
わ
れ
た
年
で
も
あ
䣬
た
䣎
す
で

に
そ
の
平
和
の
祭
典
と
し
て
の
役
割
を
終
え
て

い
る
䣓
後
の
祭
り
䣔
と
し
て
の
象
徴
は
テ
䤀
マ

䣕
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
と
は
何
か
䣖
で
䣍
そ
し
て
政

治
体
制
と
し
て
の
象
徴
は
テ
䤀
マ
䣕
民
主
主
義

と
は
䣖と
し
て
哲
学
し
て
き
た
䣎さ
ら
に
規
制
䣍

自
粛
の
下
で
の
テ
䤀
マ
は
䣕
自
由
と
は
何
か
䣖

で
あ
䣬
た
䣎
年
末
号
は
䣕
新
し
い
資
本
主
義
䣖

で
締
め
く
く
䣬
た
䣎
こ
れ
ら
䣓
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
䣔

䣓
民
主
主
義
䣔䣓
自
由
䣔䣓
資
本
主
義
䣔
も
既
に

䣓
終
わ
䣬
て
い
る
も
の
䣔
と
い
う
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
䣎 

こ
う
し
て
過
去
２
年
間
の
タ
イ
ト
ル
を
改
め

て
整
理
し
て
み
る
と
䣍
今
ま
で
䣓
当
た
り
前
䣔

䣓
当
然
䣔
と
思
䣬
て
き
た
数
々
の
䣕
コ
モ
ン
・

セ
ン
ス
䥹
常
識
䥺䣖
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
始
め
て

き
て
い
る
䣎
さ
て
䣍
今
年
は
ど
の
よ
う
な
課
題

が
提
出
さ
れ
る
の
か
䣎 

 

䥹
２
䥺
今
年
の
時
事
テ
䤀
マ
か
ら 

 

今
年
の
国
際
時
事
日
程
に
あ
げ
ら
れ
る
主
な

テ
䤀
マ
が
ま
ず
䣓
選
挙
䣔
で
あ
る
䣎
３
月
に
韓

国
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
䣎
日
本
か
ら
見
た

争
点
は
現
在
の
反
日
政
権
が
引
き
継
が
れ
る
の

か
ど
う
か
で
あ
る
䣎
そ
の
日
本
で
は
夏
頃
に
参

院
選
が
予
定
さ
れ
て
い
る
䣎
相
変
わ
ら
ず
政
権

与
党
の
失
策
は
続
き
䣓
政
治
と
金
䣔
の
政
治
不

信
は
増
大
す
る
一
方
で
あ
る
が
䣍
若
者
を
中
心

と
し
た
䣓
政
治
離
れ
䣔
は
進
ん
で
い
る
䣎
11
月

に
は
ア
メ
リ
カ
で
中
間
選
挙
が
行
わ
れ
る
䣎
そ

も
そ
も
中
間
選
挙
は
レ
䤀
ガ
ン
政
権
以
降
䣍
大

統
領
の
政
党
が
議
席
を
減
ら
す
傾
向
が
強
い
䣎

連
邦
議
会
議
事
堂
に
乱
入
し
た
事
件
に
関
連
し
䣍

内
乱
を
扇
動
し
た
罪
で
弾
劾
訴
追
さ
れ
て
い
た

ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
は
昨
年
末
䣍
弾
劾
裁
判

で
無
罪
の
評
決
を
受
け
た
䣎
そ
の
復
活
が
予
想

さ
れ
る
䣎
再
び
ア
メ
リ
カ
は
䣕
分
断
䣖
さ
れ
る

の
か
䣎 

 

こ
の
䣓
選
挙
䣔
が
意
味
す
る
䣓
終
わ
り
䣔
は

䣓
民
主
主
義
䣔
で
あ
る
䣎
そ
も
そ
も
䣓
民
主
主

義
䣔
と
は
選
挙
に
よ
る
䣓
代
表
民
主
主
義
䣔
の

こ
と
な
の
か
䣎
昨
年
の
テ
䤀
マ
䣓
民
主
主
義
と

は
何
か
䣔
で
す
で
に
哲
学
し
て
い
る
䣎 

 

二
つ
目
の
テ
䤀
マ
が
䣓
中
国
䣔
で
あ
る
䣎
も

う
一
か
月
を
切
䣬
た
が
２
月
４
日
か
ら
２
０
日

ま
で
２
０
２
２
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
が
北
京

で
行
わ
れ
る
䣎
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
と

同
じ
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
方
式
や
隔
離
体
制

な
ど
は
問
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
䣎
さ

ら
に
中
国
で
の
ウ
イ
グ
ル
族
に
対
す
る
䣓
人
権

問
題
䣔䣍
香
港
で
の
自
由
弾
圧
に
抗
議
す
る
䣓
外

交
ボ
イ
コ
䣹
ト
䣔
が
西
側
諸
国
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
る
䣎
昨
年
度
の
テ
䤀
マ
で
䣓
オ
リ
ン
ピ
䣹

ク
䣔
を
取
り
上
げ
た
が
䣍
元
来
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク

と
政
治
は
親
密
な
関
係
が
あ
り
䣍
ま
た
政
権
は

そ
れ
を
利
用
し
て
き
た
䣎䣓
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
の
政

治
利
用
䣔
と
非
難
す
る
の
は
非
常
に
滑
稽
で
あ

る
䣎
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
は
決
し
て
ア
マ
チ
䣻
ア
リ

ズ
ム
に
基
づ
く
非
政
治
的
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
䣍

商
業
的
政
治
シ
䣼
䤀
そ
の
も
の
で
あ
る
䣎 

 

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
の
中
に
あ
り
日
本
の

立
場
は
微
妙
で
あ
る
䣎
な
ぜ
な
ら
本
年
は
１
９

７
２
年
９
月
中
共
同
声
明
䣍
国
交
正
常
化
50
周

年
を
迎
え
る
か
ら
だ
䣎
し
か
し
前
政
権
が
積
み

残
し
た
䣓
国
賓
来
日
䣔
課
題
も
正
式
に
撤
回
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
䣎
安
倍
政
権
は
外
交
で
の

経
済
と
軍
事
を
完
全
に
切
り
分
け
て
い
た
䣎
ど

ち
ら
も
極
端
な
立
場
を
と
る
故
に
許
容
さ
れ
る

と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
䣎
し
か
し
こ
の
よ

う
な
立
場
が
今
後
も
認
め
ら
れ
る
の
か
䣎
す
で

に
軍
事
䣍
経
済
と
も
に
日
本
を
上
回
䣬
て
い
る

中
国
に
対
し
て
選
択
権
は
な
い
䣎 

さ
て
そ
の
中
国
の
内
政
で
の
焦
点
は
䣍
今
年

の
秋
の
中
国
共
産
党
大
会
で
習
近
平
総
書
記
が

３
期
目
に
突
入
す
る
の
か
䣍
同
時
に
毛
沢
東
以

来
の
共
産
党
主
席
と
い
う
ポ
ス
ト
を
復
活
さ
せ

る
か
が
最
大
の
テ
䤀
マ
だ
䣎
過
去
に
毛
沢
東
に

よ
る
独
裁
政
治
が
行
わ
れ
た
反
省
か
ら
䣍
共
産

党
主
席
の
ポ
ス
ト
は
廃
止
さ
れ
䣍
合
議
制
に
よ

る
集
団
指
導
体
制
に
移
行
し
た
䣎
こ
れ
を
中
国

は
自
ら
䣓
中
国
的
民
主
䣔
と
称
し
て
い
る
䣎
そ

し
て
䣍
ア
メ
リ
カ
を
意
識
し
䣍
あ
る
国
が
民
主

的
で
あ
る
か
否
か
は
䣍
そ
の
国
の
人
々
が
判
断

す
べ
き
で
あ
り
䣍
外
部
の
少
数
の
者
あ
る
い
は

独
善
的
な
少
数
の
国
が
判
断
す
べ
き
で
は
な
い

と
言
い
切
䣬
て
い
る
䣎
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
に
焦

り
䣓
民
主
主
義
サ
ミ
䣹
ト
䣔
な
る
も
の
を
急
遽

開
催
し
た
䣎
し
か
し
䣍
そ
こ
で
は
民
主
主
義
に

関
す
る
議
論
は
一
切
行
わ
れ
ず
䣍
敵
味
方
を
確

認
す
る
形
式
的
な
も
の
に
終
わ
䣬
た
䣎 

䣓
民
主
主
義
䣔
に
は
様
々
な
体
制
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
去
年
の
テ
䤀
マ
で
述

べ
た
䣎
す
な
わ
ち
䣓
専
制
的
民
主―

独
裁
的
民

主
䣔
が
䣓
全
体
主
義
䣔
に
繋
が
る
と
い
う
歴
史

の
事
実
で
あ
る
䣎
し
か
し
䣍
一
方
で
民
主
主
義

は
ポ
ピ
䣻
リ
ズ
ム
化
し
䣓
衆
愚
政
治
䣔
に
な
り

腐
敗
す
る
こ
と
も
民
主
主
義
の
発
祥
の
地
古
代

ギ
リ
シ
䣺
よ
り
歴
史
は
経
験
し
て
い
る
䣎
さ
ら

に
䣓
新
自
由
主
義
䣔
の
問
題
が
絡
む
と
少
数
富

裕
層
や
特
権
階
級
に
よ
る
䣓
政
治
の
私
物
化
䣔

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
䣎
そ
も
そ
も
䣓
新
自

由
主
義
䣔
の
䣓
自
由
䣔
と
は
䣍
あ
ら
ゆ
る
䣓
コ

モ
ン
䥹
共
有
物
䥺䣔
の
私
物
化
へ
の
好
き
勝
手
放

題
の
自
由
で
あ
る
䣎 

こ
れ
が
䣓
民
意
䣔
と
い
う
䣓
選
挙
䣔
の
も
と
に

䣓
正
当
䣍
合
法
化
䣔
さ
れ
て
い
る
䣎 

 䥹
３
䥺
二
つ
の
䣓
コ
モ
ン
䣔
の
転
換
と
復
権 

 
 

さ
て
䣍
今
月
号
で
は
䣓
コ
モ
ン
䣔
と
い
う

言
葉
が
二
回
登
場
し
た
䣎
最
初
が
パ
ン
デ
ミ
䣹

ク
到
来
を
示
す
䣓
常
識
の
終
わ
り
䣔
で
の
䣓
コ

モ
ン
・
セ
ン
ス
䣔
で
あ
る
䣎 

 

こ
の
䣓
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
䣔
と
い
え
ば
世
界

歴
史
教
科
書
で
の
お
な
じ
み
ト
マ
ス
䥾
ペ
イ
ン

の
１
７
７
６
年
発
行
さ
れ
た䣓
コ
モ
ン
セ
ン
ス
䣔

が
有
名
で
あ
る
䣎
ト
マ
ス
は
不
思
議
な
人
で
䣍

コ
ル
セ
䣹
ト
職
人
の
息
子
と
し
て
１
７
３
７
年

イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
が
䣍
４
０
歳
に
な
䣬
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
様
々
な
仕
事
を
な
す
傍
ら
雑

誌
に
寄
稿
䣍
編
集
人
に
な
䣬
た
䣎
当
時
の
ア
メ

リ
カ
独
立
戦
争
の
最
中
で
あ
䣬
た
が
䣍
独
立
派

は
劣
勢
で
あ
䣬
た
䣎
し
か
し
䣍
彼
の
こ
の
書
が

発
行
さ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
䤀
に
な

り
独
立
に
む
け
た
世
論
が
熟
成
さ
れ
て
い
䣬
た
䣎

そ
の
内
容
は
䣍
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
体
制
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で
あ
る
君
主
制
・
貴
族
制
と
い
う
䣓
常
識
䣔
を

批
判
し
䣍
独
立
に
よ
䣬
て
自
由
を
獲
得
す
れ
ば

合
衆
国
の
繁
栄
は
約
束
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
䣎
ま
た
彼
は
䣍
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を

支
配
す
る
こ
と
は
䣍
小
さ
な
衛
星
が
大
き
な
惑

星
を
支
配
す
る
よ
う
な
不
自
然
で
不
合
理
な
こ

と
で
あ
る
と
い
う
䣍
わ
か
り
や
す
い
例
で
ア
メ

リ
カ
の
独
立
が
必
然
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
䣎

こ
の
よ
う
に
䣓
現
在
の
常
識
は
非
常
識
䣔
と
い

う
䣓
常
識
批
判
䣔
に
よ
䣬
て
䣓
転
換
䣔
を
成
し

遂
げ
た
の
で
あ
る
䣎䣕
コ
モ
ン
の
転
換
䣖
が
必
要

で
あ
る
䣎 

 

そ
し
て
䣍
二
つ
目
䣓
共
有
物
の
私
物
化
䣔
の

䣓
共
有
物
䣔
と
し
て
の
䣓
コ
モ
ン
䣔
で
あ
る
䣎

そ
も
そ
も
䣓
近
代
・
現
代
䣔
の
も
䣬
と
以
前
䣍

地
球
は
誰
の
も
の
で
も
な
か
䣬
た
䣎
人
間
と
い

う
も
の
が
支
配
し
始
め
た
の
が
䣓
人
新
生
䣔
と

い
う
地
球
規
模
の
地
質
年
代
区
分
を
形
成
し
て

い
る
䣎
そ
れ
以
前
䣍
地
球
の
存
在
物
は
す
べ
て

䣓
コ
モ
ン
䥹
共
有
䥺䣔
で
あ
䣬
た
䣎
歴
史
は
直
線

的
に
進
む
の
で
は
な
い
䣎
つ
ね
に
リ
セ
䣹
ト
を

し
て
繰
り
返
す
䣓
循
環
䣔
で
あ
る
䣎
無
限
循
環

に
終
わ
り
は
な
い
䣎 

古
代
東
洋
で
考
え
ら
れ
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
䤀
マ
䣍

イ
ス
ラ
ム
世
界
ま
で
様
々
な
宗
教
䣍
哲
学
に
影

響
を
与
え
た
䣓
四
元
素
䣔
と
は
䣍
こ
の
世
界
の

物
質
は
䣍
空
気
・
水
・
土
・
火
の
４
つ
の
元
素

か
ら
構
成
さ
れ
る
と
す
る
概
念
で
あ
る
䣎
つ
ま

り
䣍
最
低
限
の
生
命
維
持
と
し
て
の
呼
吸
を
す

る
た
め
の
䣓
空
気
䣔䣍䣓
水
䣔䣎
そ
し
て
䣓
住
居
䣔

䣓
生
産
手
段
䣔
と
し
て
の
䣓
土
地
䣔䣍
そ
れ
に
䣓
エ

ネ
ル
ギ
䤀
䣔
と
し
て
の
䣓
火
䣔
は
本
来
的
に
䣓
コ

モ
ン
䥹
共
有
物
䥺䣔
で
あ
䣬
た
䣎
し
か
し
現
在
䣍

反
自
然
的
な
䣓
資
本
主
義
䣔
の
も
と
䣍
こ
れ
ら

す
べ
て
は
䣓
商
品
化
䣔
さ
れ
䣓
私
物
化
䣔
さ
れ

て
い
る
䣎
さ
ら
に
䣓
地
球
上
䣔
だ
け
で
な
く
宇

宙
開
発
な
ど
に
よ
䣬
て
䣓
宇
宙
䣔
も
同
様
の
運

命
を
辿
䣬
て
い
る
の
で
あ
る
䣎
普
通
の
私
た
ち

は
䣓
お
金
䣔
と
い
う
労
働
に
よ
る
䣓
交
換
価
値

物
䣔
で
し
か
そ
の
一
部
を
享
受
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
䣎
元
来
䣓
コ
モ
ン
䣔
で
あ
䣬
た
も
の
が
䣎

こ
の
䣓
コ
モ
ン
䥹
共
有
物
䥺䣔
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
䣎
こ
れ
が
䣕
コ
モ
ン
の
復
権
䣖

で
あ
る
䣎 

 

さ
て
䣍
新
年
号
か
ら
い
き
な
り
書
き
出
し

が
䣓
終
わ
り
䣔
か
ら
始
ま
り
䣍
読
者
に
は
最
近

の
パ
ン
デ
ミ
䣹
ク
再
燃
不
安
に
追
い
打
ち
を
か

け
た
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
て
し
ま
䣬
た
䣎
し
か

し
䣍
本
論
で
も
説
明
し
た
が
こ
の
䣓
終
わ
り
䣔

は
䣓
新
し
い
始
ま
り
䣔
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
䣎
こ
こ
に
希
望
を
置
き
た
い
䣎
し
か
し
䣍
課

題
は
多
い
䣎
根
強
く
残
る
䣓
常
識
䣔
も
そ
の
一

つ
で
あ
ろ
う
䣎䣓
偏
見
・
差
別
䣔
も
こ
の
䣓
常
識
䣔

の
上
に
あ
る
䣎
今
回
は
䣓
哲
学
す
る
䣔
部
分
は

少
な
か
䣬
た
が
こ
の
䣓
常
識
䣔
も
哲
学
分
野
の

一
つ
を
形
成
し
て
い
る
䣎
ヒ
䣻
䤀
ム
が
提
起
し

た
主
観
的
観
念
論
に
対
し
て
䣍
あ
る
種
の
䣓
思

考
原
理
䣔
を
疑
え
な
い
䣓
公
理
䣔
と
し
て
認
め
䣍

そ
れ
に
よ
䣬
て
現
象
を
説
明
し
よ
う
と
い
う
学

派
で
あ
る
䣎
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
現
代
の
自

然
科
学
の
考
え
の
基
礎
に
な
䣬
て
い
る
䣎
あ
る

意
味
䣍
自
然
科
学
も
䣓
常
識
䣔
の
積
み
重
ね
で

も
あ
る
䣎
そ
れ
故
に
䣍
基
本
が
揺
ら
ぐ
と
全
体

の
揺
れ
は
増
幅
さ
れ
る
䣎
現
代
も
コ
ロ
ナ
パ
ン

デ
ミ
䣹
ク
に
よ
り
地
盤
が
揺
す
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
䣎 

    

大
峯
奥
駈
道
䥹
５
０
䥺 

 

下
村  

嘉
明 

 

駅
前
に
あ
る
小
さ
な
葬
儀
場
で
婆
さ
ん
の
葬

儀
を
行
䣬
た
䣎
１
時
か
ら
３
０
分
ほ
ど
で
式
は

終
わ
り
䣍
車
で
５
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
火
葬
場

へ
行
く
䣎
待
ち
時
間
を
利
用
し
て
駅
前
の
居
酒

屋
で
飲
食
し
た
後
䣍
火
葬
場
に
行
き
骨
を
拾
い

自
宅
に
持
ち
帰
り
䣍
位
牌
と
共
に
飾
䣬
て
住
職

に
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
䣬
た
䣎 

一
通
り
葬
儀
が
終
わ
り
䣍
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
䣬

た
後
䣍家
内
と
家
内
の
妹
と
私
だ
け
に
な
䣬
た
䣎

私
は
䣍
余
計
な
こ
と
を
言
わ
な
い
よ
う
に
䣍
出

来
る
だ
け
彼
女
ら
の
会
話
に
は
加
わ
ら
ず
䣍
私

の
部
屋
で
過
ご
す
こ
と
に
し
た
䣎葬
儀
の
時
は
䣍

人
の
感
情
が
デ
リ
ケ
䤀
ト
に
揺
れ
る
か
ら
䣍
些

細
な
一
言
が
䣍
後
々
迄
尾
を
引
く
か
ら
だ
䣎 

葬
儀
の
後
に
は
䣍遺
産
相
続
の
問
題
が
残
る
䣎

大
き
な
金
額
で
は
な
い
が
䣍
そ
れ
な
り
の
資
産

が
あ
る
䣎
こ
れ
を
ど
う
分
け
る
か
と
い
う
問
題

だ
䣎
私
が
一
言
も
触
れ
ら
れ
な
い
問
題
だ
䣎
や

や
こ
し
い
問
題
で
は
な
い
が
䣍
爆
弾
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
す
微
妙
な
事
柄
で
あ
る
䣎 

婆
さ
ん
の
葬
儀
が
終
わ
り
䣍
幾
日
か
し
た
こ

ろ
か
ら
䣍
夜
見
る
夢
が
明
る
く
な
䣬
て
き
た
䣍

生
死
を
彷
徨
䣬
て
い
た
頃
は
䣍
何
か
は
䣬
き
り

と
は
記
憶
に
な
い
が
䣍
暗
い
感
じ
の
印
象
が
残

る
も
の
ば
か
り
だ
䣬
た
䣎
と
こ
ろ
が
䣍
四
十
九

日
も
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
䣍
夜
中
に
ト
イ
レ
に
起

き
た
時
や
朝
目
覚
め
た
時
に
䣍
婆
さ
ん
の
存
在

が
記
憶
の
ど
こ
か
に
残
䣬
て
い
て
䣍
誰
か
ひ
と

り
䣍
つ
ま
り
婆
さ
ん
が
今
も
生
き
て
い
る
よ
う

な
妙
な
感
覚
を
持
䣬
た
䣎
家
内
と
二
人
だ
け
な

の
に
䣍
婆
さ
ん
が
婆
さ
ん
の
部
屋
に
い
る
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
䣎 

田
舎
の
実
母
も
父
が
亡
く
な
䣬
て
暫
く
は
䣍

父
が
生
き
と
䣬
て
や
と
思
え
る
と
し
き
り
に
こ

ぼ
し
て
い
た
が
䣍
家
族
を
亡
く
し
た
人
は
䣍
同

じ
よ
う
な
経
験
を
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
老

婆
が
独
り
田
舎
で
暮
ら
す
の
は
䣍
大
変
寂
し
い

と
言
䣬
て
い
た
䣎
そ
ん
な
と
き
に
䣍
家
の
中
に

父
が
残
し
た
で
あ
ろ
う
匂
い
を
感
じ
る
と
妙
に

安
心
す
る
ら
し
い
䣎
田
舎
の
仏
壇
は
大
き
く
䣍

毎
日
䣍線
香
や
ご
飯
を
供
え
る
習
慣
が
あ
る
が
䣍

あ
な
が
ち
馬
鹿
に
し
た
も
の
で
は
な
い
䣎 

義
理
の
母
と
言
い
な
が
ら
䣍
私
は
本
当
に
実

の
母
以
上
に
介
護
を
長
年
し
て
き
た
䣎
も
し
䣍

家
内
が
病
気
に
な
䣬
て
も
䣍
婆
さ
ん
の
よ
う
に

介
護
が
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
䣎 

在
宅
介
護
の
難
し
さ
は
䣍
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
人
で
な
け
れ
ば
䣍
分
か
ら
な
い
が
䣍
昔
の

人
は
䣍
当
た
り
前
の
よ
う
に
み
ん
な
が
し
て
い

た
䣎
嫁
さ
ん
は
無
償
で
介
護
役
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
䣬
た
䣎
当
然
の
よ
う
に
介
護
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
か
䣬
た
䣎
介
護
は
タ
ダ
で
女

の
人
が
や
䣬
て
く
れ
る
も
の
䣎
と
い
う
風
習
だ

け
は
今
も
残
䣬
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
䣎
介
護

関
係
の
職
員
の
待
遇
改
善
が
行
わ
れ
な
い
の
は
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そ
の
証
拠
だ
䣎
医
療
と
介
護
は
同
じ
福
祉
関
係

で
あ
る
が
䣍
医
療
は
西
洋
か
ら
の
輸
入
品
で
あ

り
䣍
介
護
は
日
本
古
来
か
ら
の
影
響
が
強
い
䣍

ま
し
て
女
の
人
の
仕
事
だ
と
無
理
や
り
に
押
し

付
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
䣍
タ
ダ
で
や
䣬
て
当
た

り
前
の
風
土
が
長
く
続
い
た
の
だ
ろ
う
䣎 

医
療
・
福
祉
系
の
現
場
の
職
員
に
話
を
聞
く

と
䣍
絶
望
的
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
䣎
一
番
給

与
が
高
い
の
は
医
者
䣍次
は
薬
剤
師
䣍看
護
師
䥻

…

な
ど
序
列
が
あ
䣬
て
䣍
最
後
は
䣍
患
者
の
オ

ム
ツ
交
換
専
門
の
叔
母
さ
ん
だ
と
い
う
䣎私
は
䣍

幾
年
か
前
に
居
酒
屋
で
お
む
つ
交
換
専
門
の
女

性
３
人
と
一
緒
に
な
䣬
た
事
が
あ
る
䣎
年
配
の

女
性
は
䣍
４
年
余
り
で
一
番
の
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん

で
䣍
他
の
人
は
仕
事
を
始
め
て
日
が
浅
い
よ
う

だ
䣬
た
䣎
彼
女
ら
の
話
を
隣
の
席
で
聞
き
な
が

ら
䣍
私
は
え
ら
い
シ
䣼
䣹
ク
を
受
け
た
䣎
最
も

大
変
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
一
番
安
い
給
与

と
は
䣍
何
た
る
こ
と
か
䣎
け
し
か
ら
ん
と
い
う

憤
り
と
彼
女
た
ち
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が

強
く
な
䣬
て
そ
の
店
の
飲
み
代
を
驕
り
䣍
梯
子

し
た
ス
ナ
䣹
ク
の
飲
み
代
も
出
し
た
䣎 

私
は
䣍
最
後
ま
で
婆
さ
ん
を
介
護
し
て
感
じ

た
の
は
䣍
日
本
の
在
宅
介
護
シ
ス
テ
ム
は
よ
う

や
く
立
ち
上
が
䣬
て
き
た
感
じ
だ
䣎
家
族
の
介

護
人
に
と
䣬
て
は
有
難
い
シ
ス
テ
ム
が
出
来
つ

つ
あ
る
䣎 

田
舎
の
同
級
生
で
幾
人
か
の
姑
さ
ん
ら
を
在

宅
で
看
取
䣬
て
き
た
彼
女
が
言
う
䣓
義
母
さ
ん

が
亡
く
な
䣬
て
働
き
に
出
て
楽
し
く
働
け
る
の

は
䣍
あ
な
た
が
懸
命
に
介
護
を
し
て
き
た
か
ら

だ
䣎
介
護
は
本
当
に
大
変
だ
䣍
や
䣬
た
も
の
で

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
䣎
そ
れ
を
あ
な
た
は
䣍

非
常
に
長
い
間
や
り
と
お
し
た
ん
だ
か
ら
䣍
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
も
新
鮮
で
楽
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
は
ず
よ
䣔
と
言
䣬
て
く
れ
た
䣎
介
護
の
本

質
を
理
解
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
䣎
す
ぐ
に
警
備

員
の
仕
事
を
ハ
ロ
䤀
ワ
䤀
ク
で
紹
介
し
て
も
ら

い
䣍
喜
ん
で
通
䣬
て
い
る
根
本
的
な
原
因
か
も

し
れ
な
い
䣎 

 

   
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
䣵
ル
ス
禍
愚
考
䥹
そ
の
21
䥺 

 

明
石 

幸
次
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昨
年
１
２
月
に
入
り
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
激

減
し
か
か
䣬
た
ら
䣍
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
者
が
見
つ
か
り
䣍
こ
の

ウ
イ
ル
ス
は
従
来
の
デ
ル
タ
変
異
ウ
イ
ル
ス
よ

り
も
感
染
し
や
す
い
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
䣍

再
度
の
感
染
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

そ
ん
な
中
䣍
昨
年
１
２
月
１
７
日
に
大
阪
北

新
地
で
心
療
内
科
が
入
居
す
る
雑
居
ビ
ル
が
６

１
歳
の
男
䥹
元
患
者
䥺
に
よ
䣬
て
放
火
さ
れ
医

院
長
を
含
む
２
５
人
も
の
人
が
亡
く
な
る
と
い

う
悲
惨
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
䣎
こ
の
惨
事
を

起
こ
し
た
容
疑
者
は
そ
の
後
䣍
病
院
で
死
亡
し

た
の
で
䣍
事
件
の
動
機
な
ど
の
解
明
は
出
来
な

く
な
䣬
て
し
ま
い
ま
し
た
䣎 

報
道
に
よ
る
と
容
疑
者
は
䣍
父
親
が
鈑
金
工

場
を
営
む
４
人
兄
弟
の
３
番
目
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
䣍
親
の
工
場
を
兄
と
一
緒
に
手
伝
䣬
て

い
た
よ
う
で
䣍
１
８
歳
か
１
９
歳
の
時
に
母
親

が
亡
く
な
り
䣍
そ
れ
か
ら
䣍
そ
り
の
合
わ
な
か

䣬
た
父
親
の
元
を
離
れ
䣍
鈑
金
工
と
し
て
働
い

て
家
族
を
設
け
て
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
䣍
２

０
０
８
年
ま
で
働
い
て
い
た
会
社
の
社
長
は
䣍

腕
の
良
い
鈑
金
職
人
で
丁
寧
に
仕
事
を
し
て
䣍

仕
事
ぶ
り
は
信
頼
が
出
来
た
な
ど
と
言
䣬
て
い

ま
し
た
䣎
２
０
０
８
年
に
そ
の
会
社
を
辞
め
た

後
に
䣍
２
０
年
間
連
れ
添
䣬
た
伴
侶
と
離
婚
し

ま
し
た
䣎
翌
年
に
元
妻
に
復
縁
を
強
く
求
め
た

が
断
ら
れ
䣍
孤
独
感
を
深
め
自
殺
を
考
え
る
よ

う
に
な
䣬
た
と
い
わ
れ
䣍
そ
の
２
年
後
の
２
０

１
１
年
に
長
男
を
包
丁
で
負
傷
さ
せ
る
殺
人
未

遂
事
件
を
起
こ
し
懲
役
４
年
の
実
刑
を
う
け
て

い
ま
す
䣎
そ
の
判
決
で
は
䣍
離
婚
し
䣍
家
族
と

離
れ
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る
よ
う
に
な
䣬
た
が

寂
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
復
縁
を
申
し
込
ん
だ
が

断
ら
れ
䣍
そ
の
た
め
䣍
さ
ら
に
寂
し
さ
を
募
ら

せ
䣍
孤
独
感
な
ど
か
ら
自
殺
を
考
え
る
よ
う
に

な
䣬
た
が
䣍
死
ぬ
の
が
怖
く
て
踏
み
切
れ
ず
誰

か
を
殺
せ
ば
死
ね
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
立

ち
䣍
元
妻
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
長
男
を
殺
そ

う
䣍
家
族
は
一
緒
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

元
妻
や
次
男
も
道
連
れ
に
し
よ
う
と
思
う
よ
う

に
な
䣬
た
と
認
定
し
て
い
ま
す
䣎
又
䣍
精
神
疾

患
か
ら
犯
行
を
及
ん
だ
と
の
弁
護
側
の
意
見
を

退
け
て
䣍家
族
に
対
す
る
甘
え
の
表
れ
で
あ
り
䣍

被
害
者
ら
の
気
持
ち
や
犯
行
が
周
囲
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
全
く
考
え
ず
䣍
た
だ
自
分
が
死
に
た

い
と
い
う
だ
け
で
何
の
落
ち
度
も
な
い
被
害
者

ら
を
巻
き
添
え
に
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
身
勝

手
き
わ
ま
り
な
い
と
厳
し
く
断
じ
ま
し
た
䣎 

今
回
の
事
件
は
䣍
容
疑
者
が
過
去
に
犯
し
た

事
件
と
根
䣬
こ
が
同
じ
動
機
で
あ
る
こ
と
は
䣍 

誰
で
も
想
像
が
つ
き
ま
す
が
䣍
今
度
は
家
族
と

違
い
同
じ
ク
リ
ニ
䣹
ク
に
通
う
自
分
と
同
じ
よ

う
に
精
神
的
病
で
苦
し
ん
で
い
る
見
ず
知
ら
ず

の
人
達
と
患
者
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
先
生
も

巻
き
込
ん
で
死
ん
で
し
ま
䣬
た
事
件
で
す
䣎 

容
疑
者
が
以
前
に
犯
し
た
罪
に
よ
り
服
役
を

終
え
て
出
所
し
て
か
ら
今
回
の
犯
行
に
至
る
ま

で
の
５
䦅
６
年
を
ど
の
よ
う
に
社
会
の
中
で
何

を
考
え
て
生
き
た
か
？ 

実
兄
は
３
０
年
以
上

疎
遠
に
な
䣬
て
い
た
と
言
䣬
て
い
ま
し
た
が
䣍

当
然
䣍
元
家
族
と
も
離
れ
䣍
よ
り
孤
独
感
と
孤

立
感
䣍
自
分
が
生
き
て
い
る
価
値
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
よ
う
に
自
分
を
追
い
込
ん
で
し
ま
䣬

た
の
で
あ
ろ
う
䣎 

 

い
の
ち
の
電
話
に
も
４
０
代
䣍
５
０
代
で
離

婚
し
た
と
い
う
か
伴
侶
か
ら
離
婚
さ
れ
た
男
性

か
ら
自
殺
し
た
い
と
い
う
電
話
も
多
く
あ
り
ま

す
䣎
こ
れ
ら
の
男
性
に
共
通
す
る
苦
し
み
䣍
悩

み
は
䣍
離
婚
に
よ
り
家
族
を
失
い
䣍
そ
れ
に
よ

り
誰
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
自
分
の
存
在

感
そ
の
も
の
を
喪
失
し
て
し
ま
い
䣍
後
悔
と
自

責
䣍
他
責
䥹
伴
侶
を
責
め
る
䥺
の
念
と
一
人
に

な
る
と
い
う
孤
独
感
䣍
孤
立
感
に
襲
わ
れ
䣍
自

分
が
生
き
て
い
る
意
味
を
見
い
出
せ
な
く
な
る
䣎

そ
の
結
果
䣍
精
神
的
な
病
を
よ
り
深
め
て
䣍
自

死
希
求
に
陥
䣬
て
し
ま
䣬
た
こ
と
で
す
䣎 

あ
る
種
の
男
に
と
䣬
て
の
離
婚
は
人
間
の
根

源
的
な
欲
求
と
関
わ
る
こ
と
が
失
わ
れ
る
と
も

言
わ
れ
ま
す
䣎
そ
れ
は
䣍
自
己
を
保
存
の
欲
求



 

7

と
他
者
か
ら
の
承
認
や
愛
情
を
求
め
る
欲
求
が

失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
こ
れ
ら
が
失
わ

れ
る
と
き
䣍
病
的
な
自
己
目
的
化
䥹
自
殺
䣍
犯

罪
䣍
薬
中
䣍
ア
ル
中
な
ど
䥺
や
自
己
絶
対
視
に

陥
䣬
て
䣍
出
口
の
な
い
自
己
追
及
に
入
り
込
む

か
䣍
自
己
分
裂
を
起
こ
す
し
か
自
己
を
保
つ
術

が
無
く
な
䣬
て
し
ま
い
ま
す
䣎 

 

二
つ
の
生
き
る
た
め
の
基
本
的
欲
求
が
生
活

の
中
で
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
䣍
病
的
な
異
常
心

理
に
陥
る
こ
と
も
な
い
が
䣍
誰
で
あ
れ
䣍
ず
䣬

と
恵
ま
れ
た
と
き
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

問
題
は
䣍
上
手
く
満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

ど
う
す
る
か
で
あ
る
が
䣍
重
要
な
の
は
䣍
自
己

目
的
化
や
自
己
絶
対
視
と
い
䣬
た
閉
鎖
的
思
考

回
路
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
だ

と
言
わ
れ
ま
す
䣎
更
に
䣍
大
事
な
こ
と
は
他
者

と
の
相
互
的
な
関
わ
り
で
す
䣎
一
時
的
に
自
分

だ
け
の
閉
鎖
的
思
考
回
路
に
陥
䣬
た
と
し
て
も

他
者
を
介
す
る
こ
と
で
䣍
そ
こ
か
ら
脱
す
る
こ

と
も
出
来
る
の
で
何
で
も
相
談
出
来
る
䣍
安
全

基
地
の
よ
う
な
人
が
身
近
に
い
る
こ
と
で
䣍
追

い
つ
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
は
半
分
以
下
に
な
る
よ

う
で
す
䣎
そ
の
意
味
で
も
普
段
か
ら
身
近
な
人

を
大
切
に
す
る
関
わ
り
が
大
事
だ
と
言
え
ま
す
䣎 

身
近
に
そ
う
い
う
人
が
い
な
い
䣍
誰
に
も
話

を
聞
い
て
貰
え
な
い
と
追
い
つ
め
ら
れ
た
人
に

と
䣬
て
は
䣍䣓
い
の
ち
の
電
話
䣔
は
䣍
一
時
的
で

は
あ
れ
苦
し
い
胸
の
内
を
吐
き
出
せ
る
処
で
あ

り
ま
す
䣎
誰
か
に
聞
い
て
貰
う
こ
と
に
よ
り
思

い
詰
め
た
気
持
ち
が
楽
に
な
り
䣍
話
す
こ
と
に

よ
り
䣍
閉
鎖
的
思
考
回
路
が
少
し
は
解
け
て
䣍

自
分
の
違
う
思
考
に
気
付
き
䣍
死
ぬ
こ
と
を
思

い
止
ま
る
人
も
い
ま
す
䣎
そ
れ
は
䣍
聴
き
手
の

聴
く
力
に
よ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
䣍
苦
し
い

思
い
を
受
け
止
め
て
䣍
掛
け
手
に
共
感
し
て
寄

り
添
え
る
気
持
ち
が
な
い
と
䣍
掛
け
手
は
聴
き

手
の
話
し
方
䣍
声
の
ト
䤀
ン
䣍
息
使
い
で
䣍
自

分
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
な
い
と 

分
か
る
も
の
で
す
䣎
相
談
員
は
そ
れ
だ
け
の
覚

悟
と
聴
く
力
を
経
験
に
よ
䣬
て
付
け
て
い
け
な

い
と
務
ま
り
ま
せ
ん
䣎
毎
回
䣍
毎
回
が
掛
け
手

と
の
あ
る
意
味
の
し
ん
ど
い
共
同
作
業
を
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
䣎
少
し
で
も
䣍
今
回
の

惨
事
を
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
䣍
悩
み
䣍
苦
し
む

人
の
役
に
立
ち
䣍
抑
止
力
に
な
り
え
て
い
る
の

か
自
問
自
答
を
続
け
て
い
ま
す
䣎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

オ
ク
ラ
の
山
た
よ
り
䥹
６
４
䥺 

困
了
生 

 

 
 
 
 
 
 

一 

 

蕪
村
の
俳
諧
に
空
想
的
な
虚
構
に
よ
る
句
が

多
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
ま
し
た
䣎
な
か
で
も

実
生
活
と
は
ま
䣬
た
く
関
わ
り
の
な
い
古
典
趣

味
䣍
王
朝
趣
味
の
句
の
多
い
こ
と
が
蕪
村
の
俳

諧
の
特
色
の
一
面
と
し
て
よ
く
あ
げ
ら
れ
ま
す
䣎

た
と
え
ば
次
の
句
で
す
䣎 

 

① 

ゆ
く
春
や 

同
車
の
君
の 

さ
さ
め
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
八
〇
䥹
安
永
九
䥺
年 

 
 

 

蕪
村
六
十
五
歳
の
句
で
す
䣎
彼
の
王
朝
趣
味
が

い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
䣓
同
車
の

君
䣔
は
貴
族
の
牛
車
に
同
乗
す
る
女
性
䣎䣓
さ
さ

め
ご
と
䣔
は
ひ
そ
ひ
そ
話
の
こ
と
䣎
句
の
内
容

は
䣓
晩
春
の
都
大
路
を
女
性
の
同
乗
し
た
牛
車

が
静
か
に
行
く
䣎
牛
車
の
中
で
身
を
寄
せ
た
美

し
き
女
性
が
尽
き
る
こ
と
な
き
睦
言
を
さ
さ
や

き
続
け
て
い
る
䣔
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
䣯

う
か
䣎
暮
れ
ゆ
く
春
の
情
と
車
中
の
さ
さ
め
言

と
の
照
応
が
お
も
し
ろ
い
句
で
す
䣎
こ
う
し
た

句
は
芭
蕉
に
は
ま
䣬
た
く
見
ら
れ
ず
蕪
村
の
独

壇
場
と
い
う
趣
す
ら
あ
り
ま
す
䣎
こ
う
し
た
王

朝
の
情
景
や
歴
史
を
素
材
と
し
た
句
を
蕪
村
は

好
ん
で
作
り
ま
す
が
䣍
い
た
ず
ら
に
奇
を
て
ら

う
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
䣍
お
ぼ
ろ
げ
な
夢
物

語
の
世
界
や
慕
わ
し
い
人
情
味
あ
る
世
界
へ
の

希
求
が
ち
ら
り
ち
ら
り
と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い

ま
す
䣎
以
下
䣍
蕪
村
の
王
朝
趣
味
の
句
を
い
く

つ
か
紹
介
し
て
い
き
ま
す
䣎 

  
 
 
 
 

二 

② 

鬼
老
い
て 

河
原
の
院
の 

月
に
泣
く 

年
代
未
詳 

 
③ 
蚊
帳
の
内
に 

朧
月
夜
の 

内
侍
か
な 

一
七
七
七
䥹
安
永
六
䥺
年
五
月
十
日 

 

④ 

雛
の
燈
䥹
ひ
䥺
に 
犬
君
䥹
い
ぬ
き
䥺 

が
た
も
と 

か
か
る
な
り 

 
 

一
七
八
三
䥹
天
明
三
䥺
年 

 

⑤ 

さ
し
ぬ
き
を 

足
で
ぬ
ぐ
夜
や 

お
ぼ
ろ
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
七
九
䥹
安
永
八
䥺
年 

 

⑥ 

狩
ぎ
ぬ
の 

袖
の
裏
這
ふ 

ほ
た
る
哉 

一
七
六
八
䥹
明
和
五
䥺
年
五
月
六
日 

 

 

⑦ 

春
の
夜
や 

宵
あ
け
ぼ
の
の 

其
の
中
に 

 
 
 
 

一
七
七
三
䥹
安
永
二
䥺
年
一
月
二
十
七
日 

 

⑧ 

女
具
し
て 

内
裏
拝
ま
ん 

お
ぼ
ろ
月 

一
七
七
二
䥹
安
永
元
䥺
年 

 

②
か
ら
④
ま
で
の
句
は
䣓
源
氏
物
語
䣔
に
関

わ
る
句
で
䣍
⑦
の
句
は
䣓
枕
草
子
䣔
に
関
わ
䣬

た
句
で
す
䣎
こ
の
こ
と
に
即
座
に
気
づ
い
た
人

は
か
な
り
の
古
典
通
で
し
䣯
う
䣎 

  

②
の
句
は
年
老
い
た
鬼
が
河
原
の
院
で
月
を

見
て
泣
い
て
い
る
光
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
䣎

䣓
河
原
の
院
䣔
は
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
源
融
の
邸

宅
で
数
奇
を
極
め
た
院
で
し
た
が
䣍
紫
式
部
の

生
き
た
こ
ろ
に
は
す
䣬
か
り
荒
廃
し
て
彼
女
の

同
時
代
人
藤
原
実
資
の
日
記
䣓
小
右
記
䣔
に
は

䣓
荊
棘
盈
満
䣍
水
石
荒
蕪
䥹
イ
バ
ラ
の
雑
草
が

庭
園
い
䣬
ぱ
い
に
満
ち
満
ち
て
䣍
山
水
の
景
は

す
䣬
か
り
荒
れ
果
て
た
䥺
䣔
と
書
か
れ
て
い
る

ほ
ど
で
し
た
䣎
こ
の
荒
廃
し
た
河
原
の
院
で
老

い
た
る
鬼
と
化
し
た
源
融
が
廃
屋
の
月
を
見
上

げ
て
䣓
恋
し
や
恋
し
や
䣔
と
昔
を
慕
䣬
て
忍
び

泣
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
䣎
䣓
源
氏
物
語
䣔
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の
䣓
夕
顔
䣔
の
巻
で
は
光
源
氏
が
夜
ひ
そ
か
に

夕
顔
を
䣓
な
に
が
し
の
院
䣔
に
連
れ
出
し
て
一

夜
を
と
も
に
過
ご
す
う
ち
に
鬼
に
取
り
殺
さ
れ

た
䣍
と
い
う
話
が
出
て
来
ま
す
が
䣍
蕪
村
が
こ

の
句
を
詠
ん
だ
時
代
に
は
䣓
な
に
が
し
の
院
䣔

は
䣓
河
原
の
院
䣔
と
い
う
説
は
周
知
の
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
䣎 

蛇
足
で
す
が
䣍
故
郷
を
棄
て
た
蕪
村
が
郷
愁

の
思
い
に
月
を
見
て
涙
を
流
す
姿
は
䣍
こ
の
老

鬼
が
廃
屋
で
月
を
見
て
泣
く
姿
と
重
な
る
と
主

張
す
る
蕪
村
研
究
者
も
い
ま
す
䣎
そ
う
し
た
点

か
ら
考
え
る
と
䣍
こ
の
句
は
王
朝
趣
味
の
句
と

と
る
だ
け
で
は
な
く
蕪
村
の
心
の
う
ち
を
か
い

ま
見
せ
た
忘
れ
が
た
い
句
と
も
い
え
ま
す
䣎 

 
 

 

③
の
句
は
䣓
源
氏
物
語
䣔
の
䣓
花
宴
䣔
に
登

場
す
る
右
大
臣
の
六
の
君
䣍
つ
ま
り
朧
月
夜
と

光
源
氏
の
逢
瀬
を
も
と
に
し
た
句
で
す
䣎
句
意

は
䣓
蚊
帳
の
内
に
い
る
の
は
朧
月
夜
の
内
侍
だ

ね
䣔
と
い
う
も
の
䣎
蚊
帳
の
内
が
お
ぼ
ろ
で
誰

が
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
朧
月
夜
の
内
侍

に
た
と
え
て
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
す
が
䣍
呼

び
か
け
た
相
手
が
妻
の
と
も
で
あ
䣬
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
䣍
美
化
し
た
戯
れ
が
お
か
し
く
楽

し
い
で
す
䣎 

䣓
源
氏
物
語
䣔
の
䣓
花
宴
䣔
で
は
䣍
光
源
氏

は
宴
の
あ
と
䣍
不
義
の
恋
䣍
父
桐
壺
帝
の
妻
䣍

源
氏
の
継
母
で
も
あ
る
藤
壺
の
辺
り
を
徘
徊
す

る
の
で
す
が
䣍
戸
締
ま
り
厳
重
で
入
り
こ
む
こ

と
が
で
き
ず
䣍
た
ま
た
ま
忍
び
込
ん
だ
弘
徽
殿

に
い
た
光
源
氏
の
兄
で
あ
る
東
宮
䥹
後
の
朱
雀

帝
䥺
の
も
と
に
入
内
す
る
予
定
で
あ
䣬
た
右
大

臣
の
六
の
君
䥹
朧
月
夜
䥺
と
関
係
を
結
ぶ
こ
と

と
な
り
ま
す
䣎
こ
の
朧
月
夜
と
の
関
係
が
も
と

で
光
源
氏
は
須
磨
へ
と
流
れ
て
行
く
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
䣍
そ
の
後
も
二
人
の
関
係
は
続
き

ま
す
䣎
悪
魔
的
な
魅
力
を
持
䣬
た
女
性
と
い
え

る
で
し
䣯
う
䣎 

䣓
朧
月
夜
の
内
侍
䣔
と
妻
に
呼
び
か
け
た
と

し
た
ら
䣍
妻
に
対
し
て
か
な
り
䣓
ヨ
イ
シ
䣼
䣔

し
た
句
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
こ
う
し
た
戯

れ
の
句
に
も
䣓
源
氏
物
語
䣔
が
持
ち
出
さ
れ
る

辺
り
が
蕪
村
の
王
朝
趣
味
と
い
わ
れ
る
所
以
な

の
で
し
䣯
う
䣎 

  

④
の
句
は
高
校
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る

䣓
若
紫
䣔
の
一
説
で
す
䣎
光
源
氏
が
最
も
愛
し

た
女
性
で
あ
る
紫
の
上
と
の
出
会
い
の
場
面
で

す
䣎 こ

の
時
䣍
紫
の
上
は
ま
だ
か
わ
い
ら
し
い
女

の
子
で
し
た
䣎
そ
の
様
子
を
䣓
顔
つ
き
は
ま
こ

と
に
愛
く
る
し
い
感
じ
で
䣍
眉
の
辺
り
は
ほ
ん

の
り
と
け
ぶ
る
み
た
い
䣎
あ
ど
け
な
く
か
き
あ

げ
て
い
る
額
の
格
好
䣍
髪
の
生
え
ざ
ま
は
実
に

可
愛
ら
し
い
䣔
䥹
口
語
訳
は
岩
波
の
新
日
本
古
典
文

学
大
系
に
よ
る
䥺
と
紫
式
部
は
書
い
て
い
ま
す
䣎

こ
の
女
の
子
が
泣
い
て
い
る
䣎
理
由
は
か
わ
い

が
䣬
て
い
た
ス
ズ
メ
の
子
を
伏
せ
た
籠
の
中
に

入
れ
て
い
た
の
に
犬
君
と
い
う
う
䣬
か
り
者
の

女
童
が
伏
せ
た
籠
を
倒
し
て
ス
ズ
メ
を
逃
が
し

た
と
い
う
の
で
す
䣎
こ
の
話
を
も
と
に
雛
壇
の

ぼ
ん
ぼ
り
を
う
䣬
か
り
者
の
犬
君
の
よ
う
な
女

の
子
が
袂
を
ひ
䣬
か
け
て
周
囲
が
暗
闇
に
包
ま

れ
ま
し
た
䣍
と
蕪
村
は
詠
み
ま
し
た
䣎
あ
ど
け

な
い
少
女
の
し
ぐ
さ
と
雛
祭
の
灯
が
王
朝
物
語

風
な
感
じ
を
作
䣬
て
お
も
し
ろ
い
句
で
す
䣎 

 

⑤
の
句
は
逢
瀬
の
一
夜
の
秘
め
事
を
前
に
し

た
情
景
と
い
う
解
釈
が
よ
く
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

䣓
指
貫
䣔
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
着
用

さ
れ
た
男
性
用
の
袴
䣎
そ
れ
を
足
で
脱
ぐ
と
い

う
自
堕
落
な
動
作
が
ほ
の
明
る
い
朧
月
夜
の
中

で
の
情
交
を
的
確
に
表
現
し
て
䣍
読
む
人
に
前

後
の
い
き
さ
つ
を
十
分
に
想
像
さ
せ
ま
す
䣎䣓
朧

月
夜
䣔
と
い
う
言
葉
か
ら
光
源
氏
と
朧
月
夜
と

の
関
係
も
連
想
さ
れ
䣍
読
む
人
の
想
像
は
い
よ

い
よ
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
す
䣎 

 

⑥
の
句
は
䣓
源
氏
物
語
䣔
の
䣓
蛍
䣔
に
関
わ

る
句
で
す
䣎
藤
壺
の
兄
で
あ
る
兵
部
卿
宮
と
玉

鬘
を
結
ば
れ
る
よ
う
に
と
一
計
を
案
じ
て
宮
が

や
䣬
て
き
た
と
き
に
用
意
し
た
多
く
の
蛍
を
玉

鬘
の
顔
の
辺
り
や
部
屋
の
几
帳
に
放
ち
ま
す
䣎

功
を
奏
し
た
か
ど
う
か
は
物
語
を
読
ん
で
欲
し

い
の
で
す
が
䣍
平
安
時
代
の
貴
公
子
が
着
る
の

は
薄
物
で
袖
の
中
に
入
れ
た
蛍
の
光
は
䣍
そ
の

袖
を
透
か
し
て
美
し
く
明
滅
し
ま
す
䣎
王
朝
物

語
の
雰
囲
気
を
背
景
に
狩
衣
の
裏
で
明
滅
す
る

蛍
の
青
白
い
光
䣎
⑤
の
句
と
は
ま
䣬
た
く
違
う

清
雅
と
い
䣬
て
も
よ
い
世
界
を
詠
ん
で
い
ま
す
䣎 

  

⑦
の
句
は
䣓
枕
草
子
䣔
の
䣓
春
は
あ
け
ぼ
の
䣍

紫
だ
ち
た
る
雲
の…

…

䣔か
ら
と
䣬
た
句
で
す
䣎

春
の
夜
よ
䣍
お
前
は
宵
と
あ
け
ぼ
の
の
中
間
に

あ
䣬
て
中
国
の
詩
人
に
も
日
本
の
歌
人
に
も
見

逃
さ
れ
て
い
る
が
䣍
長
く
て
静
か
な
春
の
夜
は

一
番
魅
力
あ
る
時
間
だ
䣍
と
い
う
句
意
で
す
䣎

蘇
軾
の
䣓
春
宵
一
刻
価
千
金
䣔
と
い
う
詩
句
も

あ
る
よ
う
に
春
の
宵
と
あ
け
ぼ
の
は
中
国
の
詩

人
や
清
少
納
言
の
随
筆
に
よ
䣬
て
定
評
あ
る
も

の
で
す
が
䣍
こ
の
句
は
春
の
夜
に
新
し
い
美
を

見
出
し
て
い
ま
す
䣎
こ
の
句
に
は 

  
 

も
ろ
こ
し
の
詩
客
は
一
刻
の
宵
を
お
し
み
䣍 

 

我
朝
の
歌
人
は
む
ら
さ
き
の
あ
け
ぼ
の
を
賞

せ
り 

 
 
 

蕪
村
七
部
集
の
う
ち
の
䣓
明
烏
䣔 

 

と
い
う
前
書
き
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
春
の
夜
に

新
た
な
魅
力
を
発
見
し
た
蕪
村
の
得
意
さ
が
少

し
見
え
ま
す
䣎 

  
 
 
 
 
 

三 

 

⑧
の
䣓
女
具
し
て 

内
裏
拝
ま
ん 

お
ぼ
ろ

月
䣔
は
お
も
し
ろ
い
句
で
す
䣎
句
意
は
䣍
女
を

連
れ
て
御
所
を
拝
み
に
行
こ
う
䣍
夜
空
に
は
春

宵
の
悩
ま
し
く
も
な
ま
め
か
し
い
朧
月
が
か
か

䣬
て
い
る
け
ど
䣍
と
い
う
も
の
䣎
句
意
と
し
て

は
こ
れ
だ
け
な
の
で
す
が
䣍
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
解
釈
が
出
て
き
ま
す
䣎
た
と
え
ば
清
水
孝

之
氏
の
説
䣎 

  
 

現
実
は
酒
宴
の
席
に
侍
る
美
妓
を
誘
い
出 

そ
う
と
い
う
酔
興
䣎
そ
れ
を
䣓
女
を
具
し
て 

内
裏
望
ま
ん
䣔
と
見
事
に
王
朝
の
幻
想
世
界 
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に
転
化
し
た
䣎
朧
月
夜
の
も
と
に
け
む
る
御 

所
は
ま
さ
に
夢
の
よ
う
な
別
世
界
で
あ
る
䣎 

䣓
新
潮
日
本
古
典
集
成 

与
謝
蕪
村
集
䣔
か
ら 

 

一
読
し
た
だ
け
で
は
理
解
し
に
く
い
説
明
で

す
が
䣍
遊
里
䣍
例
え
ば
京
都
御
所
に
近
く
蕪
村

も
た
び
た
び
足
を
運
ん
だ
三
本
木
な
ど
の
遊
里

の
巷
に
出
没
し
た
蕪
村
が
䣍
た
ま
た
ま
美
妓
を

う
ま
う
ま
と
誘
い
出
す
の
に
成
功
し
て
御
所
の

前
を
取
り
か
か
䣬
た
の
で
し
䣯
う
䣎
そ
れ
を
見

事
に
王
朝
の
幻
想
的
世
界
で
あ
る䣓
源
氏
物
語
䣔

の
䣓
花
宴
䣔
の
朧
月
夜
䥹
六
の
君
䥺
と
源
氏
と

の
恋
物
語
に
う
ま
く
は
め
こ
ん
だ
と
い
う
趣
向

の
句
と
い
う
わ
け
で
す
䣎
も
ち
ろ
ん
䣍
美
妓
を

連
れ
出
し
た
の
が
俗
悪
な
成
金
商
人
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
䣎
清
水
説
に
よ
れ
ば
傍
目
か
ら
見
れ

ば
生
々
し
く
下
品
な
風
景
を
蕪
村
は
魔
術
師
の

よ
う
に
優
美
な
䣓
源
氏
物
語
䣔
の
世
界
の
出
来

事
か
の
よ
う
に
造
形
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
䣎 

 

こ
う
し
た
見
方
も
も
䣬
と
も
で
す
が
䣍
実
は

蕪
村
に
真
筆
自
画
賛䣓
春
月
辞
䣔が
あ
り
ま
す
䣎

こ
の
掛
け
軸
の
下
部
に
従
者
を
連
れ
た
直
衣
姿

の
貴
人
と
す
れ
違
う
僧
侶
と
お
ぼ
し
き
人
物
が

描
か
れ
䣍
上
部
に
は
次
の
賛
文
が
し
た
た
め
ら

れ
て
い
ま
す
䣎 

  
 

唐
土
䥹
も
ろ
こ
し
䥺
䣍
我
が
朝
に
も
䣍
秋
の 

月
を
賞
す
る
名
ど
こ
ろ
は
あ
ま
た
侍
る
に
䣍 

な
ど
て
春
月
は
等
閑
䥹
な
お
ざ
り
䥺
に
見
過
ご 

し
に
け
む
䣎
禁
城
の
南
門
の
辺
り
よ
り
仰
ぎ 

見
れ
ば
䣍
如
意
が
嶽
の
少
し
南
な
る
山
の
い 

た
だ
き
よ
り
䣍
如
月
䥹
き
さ
ら
ぎ
䥺
十
日
あ
ま 

り
の
月
䣍
ほ
の
か
に
指
し
出
で
䣍
柳
お
ぼ
ろ 

に
䣍
梅
の
お
ぼ
つ
か
な
く
香
り
来
る
な
ど
䣍 

す
べ
て
や
る
か
た
な
き
心
地
せ
ら
る
る
に
䣍 

何
が
し
か
の
大
臣
䥹
お
と
ど
䥺
に
や
お
は
す
ら 

め
䣍
内
よ
り
ま
か
で
給
ふ
が
䣍
前
も
は
ら
は 

で
や
を
ら
行
き
過
ぎ
給
ふ
な
ど
䣍
こ
と
に
や 

ん
ご
と
な
き
䣎 

 

 
 

女
具
し
て
内
裏
拝
ま
ん
朧
月 
 

夜
半
翁 

 
中
国
で
も
我
が
国
で
も
秋
の
月
を
め
で
る
名
所

は
多
い
の
に
ど
う
し
て
春
の
月
を
軽
ん
ず
る
の

か
䣍
と
不
満
を
述
べ
た
後
䣍
如
意
が
岳
の
少
し

南
か
ら
出
た
満
月
一
歩
手
前
の
月
と
周
囲
の
風

情
が
胸
一
杯
に
な
䣬
て
ど
う
し
䣯
う
も
な
い
と

自
ら
の
感
動
を
述
べ
て
い
ま
す
䣎
そ
こ
へ
何
某

と
い
う
大
臣
ら
し
い
貴
人
が
内
裏
よ
り
出
て
来

ら
れ
䣍
前
ぶ
れ
の
先
駆
け
も
な
く
お
も
む
ろ
に

通
り
過
ぎ
て
行
か
れ
た
こ
と
が
格
別
に
恐
れ
多

い
こ
と
で
あ
る
䣍
と
書
い
て
い
ま
す
䣎 

 

こ
の
賛
文
か
ら
す
る
と
䣓
女
具
し
て…

…

䣔

の
句
は
蕪
村
が
朧
月
の
夜
に
京
都
御
所
の
堺
町

御
門
の
辺
り
で
薄
ぼ
ん
や
り
見
え
る
柳
や
ほ
の

か
に
匂
う
梅
の
香
に
酔
い
し
れ
て
い
た
時
に
偶

然
出
く
わ
し
た
貴
人
の
姿
に
王
朝
時
代
の
幻
想

へ
と
想
像
が
ふ
く
ら
ん
だ
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
す
䣎
そ
う
な
れ
ば
䣓
こ
ん
な
に
風
情
の
あ
る

朧
月
夜
の
御
所
な
ら
ば
䣍
私
も
み
や
び
な
女
性

を
と
も
な
䣬
て
内
裏
を
拝
み
た
い
も
の
だ
䣔
と

い
う
解
釈
が
妥
当
の
よ
う
で
す
䣎
ひ
䣯
䣬
と
し

た
ら
蕪
村
は
自
ら
を
光
源
氏
に
䣓
女
䣔
を
朧
月

夜
の
内
侍
䥹
六
の
君
䥺
に
ま
で
想
像
力
を
広
げ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
筆
者
の
妄
想
で
す
が
䣎 

つ
い
で
な
が
ら
䣍
こ
の
句
に
つ
い
て
萩
原
朔

太
郎
が
䣓
郷
愁
の
詩
人 

与
謝
蕪
村
䣔
で
お
も

し
ろ
い
こ
と
を
い
䣬
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
䣎 

  
 

䣓
春
宵
怨
䣔
と
も
い
う
べ
き
䣍
こ
う
し
た 

エ
ロ
チ
カ
ル
・
セ
ン
チ
メ
ン
ト
を
歌
う
こ
と 

で
䣍
芭
蕉
は
ま
䣬
た
く
無
為
で
あ
り
䣍
末
流 

俳
句
は
卑
俗
な
厭
味
に
低
落
し
て
い
る
䣎
ひ 

と
り
蕪
村
が
こ
の
点
で
独
歩
で
あ
り
䣍
多
く 

の
優
れ
た
句
を
書
い
て
い
る
䣍
彼
の
気
質
が 

若
々
し
く
䣍
枯
淡
や
洒
脱
を
本
領
と
す
る
一 

般
俳
人
の
中
に
あ
䣬
て
䣍
範
疇
を
逸
す
る
青 

春
性
を
持
䣬
て
い
た
の
と
䣍
か
つ
卑
俗
に
堕 

さ
な
い
精
神
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
を
品
性
に
支 

持
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
䣎 

 

さ
す
が
近
代
日
本
屈
指
の
詩
人
の
指
摘
で
す
䣎

お
見
事
と
い
う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎な
お䣓
春

宵
怨
䣔
と
は
春
の
宵
の
悩
ま
し
く
も
な
ま
め
か

し
い
情
感
の
こ
と
で
す
䣎 

  
 
 
 
 
 

四 

 

蕪
村
に
は
虚
構
の
句
が
多
く
あ
る
こ
と
は
す

で
に
述
べ
ま
し
た
䣎
確
か
に
想
像
力
を
駆
使
し

て
王
朝
趣
味
䣍
狐
狸
譚
䣍
芝
居
䣍
怪
異
と
い
䣬

た
趣
向
の
句
作
を
す
る
例
は
他
の
俳
人
に
も
多

く
あ
り
ま
す
䣎
蕪
村
も
ま
た
今
ま
で
見
て
き
た

王
朝
の
情
景
を
詠
ん
だ
句
や
䣍
狐
か
人
か
鬼
か

と
い
う
怪
異
を
題
材
に
し
た
句
䣍た
と
え
ば䣓
公

達
に
狐
化
け
た
り
宵
の
春
䣔
や
䣓
雲
の
峰
に
肘

す
る
酒
呑
童
子
か
な
䣔
と
い
䣬
た
句
䣍
そ
し
て

既
に
述
べ
た
歴
史
を
素
材
と
し
た
句
も
好
ん
で

作
䣬
て
い
ま
す
䣎
し
か
し
䣍
そ
れ
ら
の
句
に
あ

䣬
て
は
奇
を
て
ら
う
䣍
わ
ざ
と
ら
し
い
䣍
と
い

う
こ
と
は
少
な
く
䣍
そ
う
し
た
句
に
は
得
よ
う

と
し
て
も
な
か
な
か
得
ら
れ
ぬ
人
間
味
へ
の
希

求
が
か
い
ま
み
ら
れ
ま
す
䣎
そ
れ
は
䣓
昔
の
こ

と
を
し
き
り
に
思
い
か
え
す
䣔
と
い
う
郷
愁
と

共
通
な
も
の
が
蕪
村
に
あ
る
か
ら
で
し
䣯
う
䣎 

  

遅
き
日
の 

つ
も
り
て
遠
き 

昔
か
な 

 

春
雨
や 

堤
長
う
し
て 

家
遠
し 

 

い
か
の
ぼ
り 

昨
日
の
空
の 

あ
り
ど
こ
ろ 

 
 こ

れ
ら
の
蕪
村
の
有
名
な
句
に
は
茫
洋
と
し
た

彼
方
に
あ
る
何
も
の
か
を
求
め
る
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
䣎
こ
の
延
長
線
上
に
蕪
村
の
王
朝
趣
味

が
あ
䣬
た
と
い
䣬
た
ら
い
い
す
ぎ
で
あ
り
ま
し

䣯
う
か
䣎 
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隠
さ
れ
た
歴
史
䥹
３
９
䥺 満

田 

正
賢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前
回
か
ら
日
本
書
紀
の
記
述
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
漢
籍
の
話
を
し
て
い
ま
す
が
䣍
こ
の

手
の
話
は
面
白
く
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
䣎
し
か
し
䣍
日
本
書
紀
が
引
用

し
た
漢
籍
の
見
極
め
は
䣍
日
本
書
紀
研
究
に
と

䣬
て
重
要
で
す
䣎
な
ぜ
な
ら
ば
䣍
も
し
現
在
失

わ
れ
て
い
る
漢
籍
の
文
章
が
日
本
書
紀
の
中
で

多
く
使
わ
れ
て
い
る
と
な
れ
ば
䣍
日
本
書
紀
の

編
者
䥹
述
作
者
䥺
の
漢
籍
に
よ
る
潤
色
の
度
合

い
が
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
䣎
そ

し
て
䣍
そ
の
こ
と
に
よ
䣬
て
䣍
日
本
書
紀
の
編

者
䥹
述
作
者
䥺
が
䣍
日
本
に
残
る
史
料
に
よ
䣬

て
描
い
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
変
化
す
る
か
ら

で
す
䣎 

今
回
は
䣍
䣕
藝
文
類
聚
䣖
か
ら
の
引
用
が
最

も
鮮
明
に
見
ら
れ
る
磐
井
の
乱
の
記
述
を
例
に

挙
げ
て
具
体
的
な
話
を
し
ま
す
の
で
䣍
少
し
は

興
味
を
持
䣬
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
䣎 

 

磐
井
の
乱
は
䣍
継
体
天
皇
が
近
江
毛
野
臣
に

六
万
に
兵
を
与
え
て
任
那
に
派
遣
し
よ
う
と
し

た
時
に
䣍
筑
紫
君
磐
井
が
新
羅
と
通
じ
て
そ
れ

を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
䣍
継
体
天
皇
が
物

部
麁
鹿
火
に
命
じ
て
磐
井
を
討
伐
し
た
と
い
う

事
件
で
す
䣎
古
事
記
で
は
䣓
筑
紫
君
石
䥹
磐
䥺

井
䣍
天
皇
の
命
に
従
わ
ず
し
て
䣍
多
く
礼
無
か

り
き
䣎
故
物
部
の
荒
甲
䥹
麁
鹿
火
䥺
の
大
連
䣍

大
伴
の
金
村
の
連
二
人
を
遣
わ
し
て
䣍
石
井
を

殺
し
た
ま
ひ
き
䣔と
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
䣎

䣓
隠
さ
れ
た
歴
史
䥹
１
２
䥺䣔
で
も
こ
の
記
事
に

触
れ
ま
し
た
が
䣍
日
本
書
紀
が
近
江
毛
野
臣
の

任
那
派
遣
に
関
連
さ
せ
て
磐
井
の
乱
を
描
い
て

い
る
の
は
全
く
の
作
文
で
あ
り
䣍
実
際
は
継
体

に
よ
る
磐
井
の
領
土
へ
の
侵
略
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
が
䣍
通
説
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

日
本
書
紀
の
磐
井
の
乱
の
記
事
が
作
文
で
あ

る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
䣍䣕
藝
文
類
聚
・
武

部
䣖
の
中
の
各
用
例
を
引
用
し
た
と
さ
れ
る
日

本
書
紀
の
文
章
の
現
代
語
訳
䣍
原
文
䣍
引
用
文

を
列
挙
し
ま
し
た
䣎
Ａ
が
日
本
書
紀
の
現
代
語

訳
䥹
山
田
宗
睦
訳
䥺䣍
Ｂ
が
日
本
書
紀
の
原
文
䣍

Ｃ
が
䣕
藝
文
類
聚
・
武
部
䣖
の
中
に
あ
る
用
例

の
原
文
で
す
䣎
記
載
し
た
ア
ル
フ
䣴
ベ
䣹
ト
は

䣓
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
䣔
の
中
で
小
島

憲
之
氏
が
表
記
し
た
も
の
で
䣕
藝
文
類
聚
・
武

部
䣖
の
中
の
用
例
の
順
番
を
表
し
て
い
ま
す
䣎 

➀
Ａ 

あ
あ
䣍
大
連
よ
䣍
磐
井
が
従
わ
ぬ
䣎
汝
が

行
䣬
て
征
䥹
伐
䥺
せ
よ
䣎 

Ｂ 

咨
䣍
大
連
䣍
惟
茲
磐
井
弗
率
䣎
汝
徂
征
䣎 

 

Ｃ
䥹
戦
伐
䣍
尚
書
䣍
ｆ
䥺
咨
㝢
䣍
惟
茲
有
苗

弗
率
䣎
汝
徂
征
䣎 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
の
䣓
㝢
䣔
を
䣓
大

連
䣔
に
䣍
䣓
有
苗
䣔
を
䣓
磐
井
䣔
に
置
換
え
た

文
章
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

②
Ａ 

あ
あ
䣍磐
井
は
西
戎
の
悪
賢
い
奸
物
で
す
䣎

川
が
阻
む
の
を
頼
み
に
し
て
朝
廷
に
仕

え
ず
䣍 

Ｂ 

嗟
夫
磐
井
西
戎
之
姧
猾
䣍負
川
阻
而
不
庭
䣍 

 

Ｃ
䥹
戦
伐
䣍
魏
楊
脩
出
征
賦
䣍
ｈ
䥺
嗟
夫
呉

之
小
夷
䣍
負
川
阻
而
不
庭
䣍 

＊
②
䣍
③
䣍
④
の
文
章
に
つ
い
て
は
䣍
後
で
ふ

れ
ま
す
䣎 

③
Ａ 

山
が
峻
䥹
た
か
䥺
い
の
を
あ
て
に
し
て
䣍 

 

Ｂ 

憑
山
峻 

 

Ｃ 

䥹
戦
伐
䣍
晋
張
戴
平
呉
颂
䣍
ｊ
䥺
憑
山
阻

水 

④
Ａ 

乱
を
お
こ
し
ま
し
た
䣎 

 

Ｂ 

而
稱
亂 

 

Ｃ 

䥹
戦
伐
䣍
晋
陸
士
龍
南
征
賦
䣍
ｉ
䥺
敢
行

稱
亂 

⑤
Ａ 

徳
を
敗䥹
や
ぶ
䥺り
道
に
反
い
て
い
ま
す
䣎

人
を
侮
り
䣍お
ご
䣬
て
自
分
を
賢
と
し
て

い
ま
す
䣎 

 

Ｂ 

敗
徳
反
道
䣍
侮
慢
自
賢 

 

Ｃ 

䥹
戦
伐
䣍
尚
書
䣍
ｆ
䥺
侮
慢
自
賢
䣍
反
道

敗
徳 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
の
順
番
を
変
え
た

文
章
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

⑥
Ａ 

昔
の
道
臣
か
ら
今
の
室
屋
に
い
た
る
ま

で
䣍
帝
を
助
け
て
䥹
反
す
る
者
を
䥺
罰
し

ま
し
た
䣎
民
を
塗
炭
䥹
火
水
䥺
䥹
の
苦
し

み
䥺か
ら
救
う
の
は
䣍彼䥹
時
䥺も
此䥹
時
䥺

も
一
つ
で
す
䣎
た
だ
天
の
賛
䥹
た
す
䥺
け

を
う
け
る
の
は
䣍臣
が
つ
ね
に
重
ん
じ
る

と
こ
ろ
で
す
䣎 

Ｂ 

在
昔
道
臣
䣍
爰
及
室
屋
䣍
助
帝
而
罰
䣍
極

民
塗
炭
䣍
彼
此
一
時
䣍
唯
天
所
讃 

Ｃ 
䥹
戦
伐
䣍
魏
文
帝
於
黎
陽
作
詩
䣍
ｇ
䥺
在

昔
周
武
䣍
爰
及
暨
公
旦
䣍
戴
主
而
征
䣍
救

民
塗
炭
䣍
彼
此
一
時
䣍
唯
天
所
讃 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
の
䣓
周
武
䣔
を
䣓
道

臣
䣔
に
䣍
䣓
暨
公
旦
䣔
を
䣓
室
屋
䣔
に
䣍
䣓
戴

主
而
征
䣔
を
䣓
助
帝
而
罰
䣔
に
変
え
て
䣍
そ
の

他
の
用
例
の
文
章
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
そ
の

ま
ま
使
䣬
て
い
ま
す
䣎 

⑦
Ａ 

良
将
の
軍
と
い
う
の
は
恩
を
ほ
ど
こ
し
䣍

忠
を
推
し
す
す
め
䣍己
を
思
う
と
同
じ
よ

う
に
人
を
安
ん
じ
る
䣎河
が
切
れ
た
よ
う

に
攻
め
䣍
風
の
発
す
る
よ
う
に
戦
う
䣎 

 

Ｂ 

良
将
之
軍
也
䣍
施
恩
推
忠
䣍
怨
己
治
人
䣍

攻
如
河
決
䣍
戦
如
風
発
䣎 

 

Ｃ 

䥹
将
帥
䣍
黄
石
公
三
略
䣍
ａ
䥺
良
将
之
軍

也
䣍怨
己
治
人
䣍推
忠
施
恩
䣍士
力
日
新
䣍

戦
如
風
発
䣍
攻
如
河
決
䣎 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
の
䣓
士
力
日
新
䣔

を
省
い
て
䣍
後
は
用
例
の
順
番
を
変
え
た
だ
け

の
文
章
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

⑧
Ａ 

大
将
は
民
の
生
殺
を
掌
握
し
て
い
る
䣎国

の
存
亡
は
こ
こ
に
あ
る
䣎
つ
と
め
よ
䣎 

Ｂ 

大
将
民
之
司
命
䣍社
稷
存
亡
䣍於
是
乎
在
䣍 

Ｃ 

䥹
将
帥
䣍
抱
朴
子
䣍
ｄ
䥺
大
将
民
之
司
命
䣍

社
稷
存
亡
䣍
於
是
乎
在
䣍 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
を
そ
の
ま
ま
使
用

し
て
い
ま
す
䣎 

⑨
Ａ 

つ
つ
し
ん
で
䣍
天
罰
を
行
な
え 

 

Ｂ 

勗
哉
䣍
恭
行
天
罰 

 

Ｃ 

䥹
戦
伐
䣍
尚
書
䣍e

䥺
惟
恭
行
之
天
罰 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
の
文
章
を
わ
ず
か

に
変
え
て
使
用
し
て
い
ま
す
䣎 

⑩
Ａ 

天
皇
は
親
し
く
斧
鉞
を
と
䣬
て
䣍大
連
に

授
け
て
・
・
・
と
い
䣬
た
䣎 

 

Ｂ 

天
皇
親
繰
斧
鉞
䣍
授
大
連
䣍
曰 

 

Ｃ 

䥹
将
帥
䣍
淮
南
子
䣍
ｂ
䥺
主
親
繰
鉞
䣍
授

将
軍
曰 

日
本
書
紀
の
文
章
は
䣍
用
例
の
䣓
主
親
䣔
を
䣓
天

皇
䣔
に
䣓
鉞
䣔
を
䣓
斧
鉞
䣔
に
䣍䣓
将
軍
䣔
を
䣓
大
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連
䣔
に
置
換
え
た
文
章
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

⑪
Ａ 
長
門
以
東
は
朕
が
と
ろ
う
䣎筑
紫
以
西
は

汝
が
と
れ
䣍
も
䣬
ぱ
ら
賞
罰
を
行
な
え
䣎 

 

Ｂ 

長
門
以
東
朕
制
之
䣍
筑
紫
以
西
汝
制
之
䣍

専
行
賞
罰
䣍 

 

Ｃ 

䥹
将
帥
䣍
漢
書
䣍䥺
闑
䥹
ゲ
ツ
・
し
き
み
・

城
門
の
か
ん
ぬ
き
䥺
以
内
寡
人
制
之
䣍

闑
以
外
将
軍
制
之
䣍
軍
攻
爵
賞
䣍 

日
本
書
紀
の
原
文
は
䣍
用
例
の
䣓
闑
以
内
䣔
を

䣓
長
門
以
東
䣔
に
䣍䣓
寡
人
䣔
を
䣓
朕
䣔
に
䣍䣓
闑

以
外
䣔
を
䣓
筑
紫
以
西
䣔
に
䣍䣓
将
軍
䣔
を
䣓
汝
䣔

に
䣍䣓
軍
攻
爵
賞
䣔
を
䣓
専
行
賞
罰
䣔
に
置
換
え

た
文
章
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎
日
本
書
紀
の
磐
井

の
乱
の
記
事
の
中
で
䣍
➀
䣍
⑤
䦅
⑪
に
つ
い
て

は
䣍
漢
籍
の
用
例
を
文
章
と
し
て
引
用
し
て
い

る
こ
と
が
明
白
で
す
䣎
し
か
し
䣍
②
䣍
③
䣍
④
䣍

は
本
来
䣍䣓
負
川
阻
而
不
庭
䣍
憑
山
峻
而
稱
亂
䣔

䣓
川
が
阻
む
の
を
頼
み
に
し
て
朝
廷
に
仕
え
ず
䣍

山
が
峻
䥹
た
か
䥺
い
の
を
あ
て
に
し
て
乱
を
お

こ
し
ま
し
た
䣎
䣔
と
い
う
対
句
に
な
䣬
た
文
章

で
す
䣎
③
䣍
④
は
そ
の
文
章
を
構
成
す
る
字
句

で
す
が
䣍
別
の
用
例
か
ら
䣍
細
か
く
分
断
さ
れ

た
字
句
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

こ
れ
ま
で
日
本
書
紀
の
磐
井
の
乱
の
記
事
の

大
半
が
䣕
藝
文
類
聚
・
武
部
䣖
の
中
に
あ
る
用

例
を
使
䣬
て
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き

ま
し
た
䣎
同
時
に
用
例
の
文
章
は
一
部
日
本
書

紀
の
述
作
者
に
よ
䣬
て
䣍磐
井
の
乱
の
史
実䥹
又

は
史
実
と
思
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
䥺
に

置
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
䣎
こ
の
置
換
え
ら
れ
た

部
分
は
磐
井
の
乱
の
史
実
を
探
る
上
で
重
要
だ

と
思
わ
れ
ま
す
䣎 

最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
䣍
⑪
の
用
例
の
䣓
闑

以
内
䣔
を
䣓
長
門
以
東
䣔
に
䣍䣓
闑
以
外
䣔
を 

䣓
筑
紫
以
西
䣔
に
置
変
え
て
い
る
部
分
で
す
䣎

こ
の
部
分
が
史
実
で
あ
る
と
す
る
と
䣍
筑
紫
君

磐
井
の
領
土
は
長
門
以
東
に
も
及
ん
で
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎 

 

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
䣍
⑥
の
用
例
の
䣓
暨

公
旦
䣔
を
䣓
室
屋
䣔
に
置
換
え
て
い
る
部
分
で

す
䣎
䣓
室
屋
䣔
と
は
䣍
允
恭
天
皇
か
ら
顕
宗
天

皇
ま
で
五
代
の
天
皇
に
大
連
と
し
て
仕
え
た

䣓
大
伴
室
屋
䣔
の
こ
と
で
す
䣎
大
伴
室
屋
は
継

体
天
皇
を
招
聘
し
た
大
伴
金
村
の
父
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
䣎
こ
の
場
面
は
継
体
天
皇
と
物
部
麁

鹿
火
と
の
や
り
と
り
で
す
か
ら
䣍
こ
こ
に
あ
え

て
大
伴
氏
の
祖
先
を
䣓
道
臣
䣔
と
し
て
持
ち
上

げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
一
方
こ
れ
が
実
際

に
は
大
伴
金
村
と
の
や
り
と
り
で
あ
䣬
た
な
ら

ば
つ
じ
つ
ま
は
合
い
ま
す
䣎
古
事
記
に
は
物
部

麁
鹿
火
と
大
伴
金
村
の
二
名
を
派
遣
し
て
磐
井

を
殺
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
䣍
古
事
記

の
方
が
真
実
を
語
䣬
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
䣎 

 

さ
て
䣍
磐
井
の
乱
の
記
述
で
私
が
注
目
し
た

の
は
②
䣍
③
䣍
④
を
合
わ
せ
た
䣓
負
川
阻
而
不

庭
䣍
憑
山
峻
而
稱
亂
䣔
䥹
川
が
阻
む
の
を
頼
み

に
し
て
朝
廷
に
仕
え
ず
䣍
山
が
峻
䥹
た
か
䥺
い

の
を
あ
て
に
し
て
乱
を
お
こ
し
ま
し
た
䣎
䥺
と

い
う
対
句
の
漢
文
で
す
䣎
こ
の
漢
文
を
日
本
書

紀
の
述
作
者
が
創
作
し
た
と
す
る
と
䣍
日
本
書

紀
の
述
作
者
は
䣍
漢
籍
か
ら
用
例
を
借
り
て
䣍

少
し
順
番
を
変
え
る
な
ど
し
て
記
事
を
作
る
䣍

と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
䣍
立
派
な
対
句
の
漢

文
を
作
る
能
力
を
持
䣬
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
䣎
又
䣍
䣓
川
と
山
に
よ
䣬
て
防
御
さ
れ
て
い

る
の
を
頼
み
と
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
䣔
と
い

う
史
実
が
あ
䣬
た
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎 

筑
紫
の
君
磐
井
の
本
拠
地
は
䣍
磐
井
の
墓
と

想
定
さ
れ
て
い
る
岩
戸
山
古
墳
の
あ
る
場
所

か
ら
見
て
も
䣍
筑
後
平
野
の
久
留
米
近
辺
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
䣎
筑
後

平
野
を
表
現
す
る
の
に
䣓
川
と
山
に
よ
䣬
て
防

御
さ
れ
て
い
る
の
を
頼
み
と
し
て
䣔
と
い
う
表

現
は
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
䣎
又
磐
井
の
領
土
全
体

を
表
し
て
い
る
と
考
え
た
場
合
で
も
䣍
䣓
海
に

よ
䣬
て
防
御
さ
れ
て
い
る
の
を
頼
み
に
し
て
䣔

と
い
う
表
現
で
あ
れ
ば
史
実
に
沿
䣬
て
い
る

と
考
え
る
事
が
で
き
ま
す
が
䣍
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
䣎 

私
は
䣓
負
川
阻
而
不
庭
䣍
憑
山
峻
而
稱
亂
䣔

と
い
う
対
句
は
漢
籍
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が

強
い
と
考
え
ま
す
䣎
前
回
私
は
䣍
䣓
日
本
書
紀

の
述
作
者
が
座
右
に
置
い
て
い
た
の
は
䣕
藝
文

類
聚
䣖
で
は
な
く
䣍䣕
藝
文
類
聚
䣖
の
源
流
た
る

䣕
華
林
遍
略
䣖
で
あ
䣬
た
可
能
性
が
強
い
と
考

え
て
い
ま
す
䣎䣔
と
述
べ
ま
し
た
䣎
そ
の
理
由
は

こ
の
䣓
負
川
阻
而
不
庭
䣍
憑
山
峻
而
稱
亂
䣔
と

い
う
対
句
に
あ
り
ま
す
䣎
䣕
藝
文
類
聚
䣖
百
巻

は
䣍䣕
華
林
遍
略
䣖
六
百
二
十
巻
の
用
例
を
ほ
と

ん
ど
踏
襲
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
䣎
そ

し
て
䣕
藝
文
類
聚
䣖
の
用
例
が
短
文
で
あ
る
の

に
対
し
て
䣍䣕
華
林
遍
略
䣖
は
長
文
で
あ
䣬
た
と

思
わ
れ
る
証
拠䥹䣕
華
林
遍
略
䣖か
ら
の
引
用
文
䥺

が
見
つ
か
䣬
て
い
ま
す
䣎 

磐
井
の
乱
の
記
述
が
引
用
し
た
漢
籍䥹
類
書
䥺

の
考
察
は
䣍
䣕
華
林
遍
略
䣖
が
日
本
書
紀
述
作

者
の
座
右
に
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
探
る
端

緒
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
䣎 

    

マ
ル
ク
ス
か
ら
学
ぶ
䥹
一
一
䥺 

 

 

成
瀬 

和
之 

  

今
回
は
貨
幣
に
つ
い
て
で
す
䣎 

Ａ
さ
ん
は
Ｂ
さ
ん
が
好
き
だ
䣎
で
も
Ｂ
さ
ん

は
Ｃ
さ
ん
が
好
き
だ
䣎
こ
う
い
う
こ
と
は
よ
く

あ
る
こ
と
で
す
䣎
相
思
相
愛
で
は
な
い
こ
う
い

う
場
合
を
䣓
三
角
関
係
䣔
と
言
い
ま
す
䣎
市
場

に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
䣎
本

を
作
䣬
た
Ａ
さ
ん
は
服
が
欲
し
い
が
䣍
服
を
作

䣬
た
Ｂ
さ
ん
は
テ
䤀
ブ
ル
が
欲
し
い
と
い
う
よ

う
な
場
合
で
す
䣎 

 

愛
を
取
り
持
つ
キ
䣻
䤀
ピ
䣹
ト
が
必
要
に
な

り
ま
す
䣎
例
え
ば
誰
も
が
欲
し
が
る
商
品
䣍
例

え
ば
米
を
䣓
仲
立
ち
役
䣔
に
し
ま
す
䣎
本
を
作

䣬
た
Ａ
さ
ん
も
䣍
服
を
作
䣬
た
Ｂ
さ
ん
も
䣍
テ

䤀
ブ
ル
を
作
䣬
た
Ｃ
さ
ん
も
䣍
ま
ず
米
と
交
換

し
て
か
ら
䣍
次
に
米
と
自
分
の
欲
し
い
商
品
と

を
交
換
す
れ
ば
䣍
ス
ム
䤀
ズ
に
商
品
交
換
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
䣎
こ
の
䣓
仲
立
ち
役
䣔

が
貨
幣
で
す
䣎 

 

と
こ
ろ
が
䣍
米
や
牛
が
貨
幣
だ
と
す
る
と
䣍

重
た
か
䣬
た
り
䣍
腐
䣬
た
り
䣍
死
ん
で
し
ま
䣬

た
り
し
て
困
䣬
た
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎そ
こ
で
䣍

銀
や
金
が
貨
幣
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
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し
た
䣎
金
や
銀
は
䣍
錆
び
に
く
い
し
䣍
少
量
で

も
高
価
で
䣍
均
等
分
割
も
し
や
す
く
䣍
価
値
尺

度
䣍
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
に
適
し
て
い
ま

す
䣎
今
は
欲
し
い
商
品
が
な
い
場
合
も
䣍
貴
金

属
な
ら
蓄
え
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
䣎
こ
う

し
て
貨
幣
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
䣎 

 

そ
し
て
䣍
こ
の
便
利
な
貨
幣
を
誰
も
が
欲
し

が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
䣎䣓
地
獄
の
沙
汰
も
金
次

第
䣔䣓
金
は
天
下
の
回
り
物
䣔
な
ど
の
諺
ま
で
現

れ
ま
す
䣎䣓
物
神
崇
拝
䣔
が
さ
ら
に
進
ん
で
䣓
拝

金
主
義
䣔
ま
で
現
れ
ま
す
䣎䣓
商
品
と
商
品
と
の

関
係
䣔
が
䣍
さ
ら
に
逆
転
し
て
䣓
貨
幣
と
貨
幣

の
関
係
䣔
で
世
の
中
が
回
䣬
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
䣎䣓
逆
立
ち
経
済
䣔が
さ
ら
に䣓
逆
立
ち
䣔

す
る
の
で
す
䣎 

金
の
亡
者
も
現
れ
ま
す
䣎
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン

ス
の
小
説
で
䣍
金
貨
を
じ
䣭
ん
じ
䣭
ん
生
み
出

す
木
馬
を
手
に
入
れ
た
男
が
䣍
木
馬
に
ま
た
が

䣬
た
ま
ま
狂
い
死
ぬ
と
い
う
小
説
を
読
ん
だ
記

憶
が
あ
り
ま
す
䣎 

大
阪
の
䣓
維
新
䣔
が
䣓
経
済
戦
略
䣔
の
目
玉

に
䣓
カ
ジ
ノ
付
き
の
万
博
䣔
を
目
論
ん
で
い
る

の
も
䣍
か
な
り
こ
の
寓
話
に
近
い
の
で
は
な
い

で
し
䣯
う
か
？ 

コ
ロ
ナ
禍
で
カ
ジ
ノ
の
計
画

が
ず
れ
込
み
䣍
大
阪
万
博
後
の
開
業
し
か
目
指

せ
な
く
な
り
ま
し
た
が
䣎 

今
日
の
株
式
投
資
の
も
こ
の
寓
話
に
近
い
こ

と
は
な
い
で
し
䣯
う
か
？ 

䣓
ニ
䤀
サ
䣔
と
か
い

う
小
口
株
式
投
資
の
し
く
み
を
作
䣬
て
䣍
株
式

投
資
で
儲
け
た
お
金
の
税
率
を
下
げ
䣍
一
般
庶

民
ま
で
䣓
株
主
䣔䣍
会
社
の
オ
䤀
ナ
䤀
気
分
に
し

て
い
き
ま
し
た
䣎
さ
ら
に
は
䣍
そ
の
延
長
線
上

に
䣓
日
本
株
式
会
社
の
オ
䤀
ナ
䤀
䣔
気
分
に
主

権
者
を
導
い
て
行
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
䣎

䣓
存
在
と
意
識
の
ず
れ
䣔
で
す
䣎 

米
国
の
投
資
家
ウ
䣸
䤀
レ
ン
・
バ
フ
䣷
䣹
ト

が
䣍
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
䣎 

 
 
 

過
去
二
〇
年
間
䣍
階
級
闘
争
が
続
い

た
が
䣍
勝
利
し
た
の
は
わ
れ
わ
れ
の
階

級
だ
䣎
わ
れ
わ
れ
の
階
級
が
䥹
わ
れ
わ

れ
に
対
す
る
䥺
税
率
を
劇
的
に
引
き
下

げ
た
の
だ
䣎䣔䥹
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇

日
付
䣍
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
䥺 

 

こ
れ
は
一
〇
年
前
の
記
事
で
す
か
ら
䣍
投
資

家
階
級
は
䣓
わ
が
階
級
の
勝
利
䣔
に
酔
い
し
れ

て
か
ら
䣍
も
う
三
〇
年
以
上
に
な
り
ま
す
䣎
一

方
䣍䣓
直
間
比
率
の
是
正
䣔
と
か
言
䣬
て
䣍
庶
民

に
重
い
税
負
担
を
強
い
る
消
費
税
が
上
げ
ら
れ

続
け
て
き
た
の
で
す
䣎
そ
う
で
す
䣎
こ
れ
は
新

自
由
主
義
の
登
場
の
後
の
こ
と
で
す
䣎 

 

と
こ
ろ
で
䣍
最
近
䣍
Ｍ
Ｍ
Ｔ
䥹
現
代
貨
幣
理

論
䥺
が
䣍
マ
ス
コ
ミ
で
も
話
題
に
な
䣬
て
い
ま

す
䣎
Ｍ
Ｍ
Ｔ
は
米
国
の
経
済
学
者
な
ど
が
主
張

し
て
い
る
も
の
で
䣍䣓
政
府
が
借
金
䥹
国
債
䥺
を

い
く
ら
増
や
し
て
も
䣍
そ
れ
を
中
央
銀
行
が
引

き
受
け
れ
ば
問
題
は
な
い
䣔
と
い
う
考
え
方
で

す
䣎
本
当
で
し
䣯
う
か
？ 

 

Ｍ
Ｍ
Ｔ
は
ド
イ
ツ
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ

ず
䣍
イ
ギ
リ
ス
で
も
批
判
的
に
扱
わ
れ
て
い
ま

す
䣎
な
ぜ
な
の
で
し
䣯
う
か
？ 

 

ま
た
䣍
キ
䣺
䣹
シ
䣻
レ
ス
化
の
進
展
に
対
し

て
堤
未
果
さ
ん
が
䣕
デ
ジ
タ
ル
・
フ
䣴
シ
ズ
ム
䣖

䥹
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
親
書
䣍
二
〇
二
一
年
八
月
䥺
で

䣓
マ
ネ
䤀
が
狙
わ
れ
る
䣔
と
警
鐘
を
乱
打
し
て

い
ま
す
䣎 

 

貨
幣
に
か
か
わ
る
こ
れ
ら
の
最
近
の
動
向
に

つ
い
て
は
䣍
分
量
が
増
え
る
の
で
次
回
に
考
え

る
こ
と
に
し
ま
す
䣎
今
日
の
フ
䣴
シ
ズ
ム
を
考

え
る
場
合
䣍
と
り
わ
け
䣕
デ
ジ
タ
ル
・
フ
䣴
シ

ズ
ム
䣖
は
必
読
で
す
䣎 

    

俳
句 

土
田 

裕 

 
 
 
 
 
 
 

今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
無
き
世
へ
初
明
り 

終
の
地
と
決
め
し
山
河
の
初
明
り 

気
負
わ
ね
ば
昨
日
の
続
き
年
新
た 

初
活
け
の
主
役
は
庭
の
実
南
天 

咲
く
ほ
ど
に
身
を
寄
せ
る
ご
と
福
寿
草 

俳
句 

影
山 

武
司 

 

日
の
丸
の
白
の
ま
ふ
し
き
大
旦 

枝
々
の
先
ま
で
満
つ
る
淑
気
か
な 

さ
く
ら
色
の
紙
よ
り
覗
く
祝
箸 

土
間
奥
に
臼
の
反
さ
れ
注
連
飾 

一
椀
を
仏
前
に
置
く
雑
煮
か
な 

キ
䣺
ラ
メ
ル
の
箱
の
サ
イ
コ
ロ
絵
双
六 

追
羽
子
の
青
き
空
打
つ
音
高
し 

子
の
服
に
く
る
み
釦
の
縫
初
め 

さ
緑
に
匂
ひ
立
ち
た
る
七
日
粥 

藍
の
糸
か
が
り
亀
甲
手
鞠
か
な 

 

 

䣗
13
ペ
䤀
ジ
か
ら
の
続
き
で
す
䣘 

 

母
の
名
は
親
仁
の
腕
に
し
な
び
て
居 

 

く
ど
か
れ
て
あ
た
り
を
み
る
は
承
知
な
り 

 

な
き
な
き
も
よ
い
方
を
と
る
か
た
み
わ
け 

 

は
だ
か
で
と
い
へ
ば
娘
は
を
か
し
が
り 

 

も
て
ぬ
や
つ
か
ん
ら
か
ん
ら
と
う
ち
わ
ら
ひ 

 
 し

か
し
䣍
柄
井
川
柳
の
死
後
䣍
古
川
柳
は
地
口
や

言
葉
の
洒
落
を
重
ん
じ
る
狂
句
に
席
巻
さ
れ
る
䣎

古
川
柳
に
帰
ろ
う
と
い
う
狂
句
へ
の
批
判
が
川

柳
家
の
井
上
剣
花
坊
や
阪
井
久
良
伎
に
よ
䣬
て

始
ま
る
の
は
明
治
も
末
期
䣍
古
川
柳
か
ら
狂
句
へ

の
流
れ
が
䣍
柄
井
川
柳
の
名
に
ち
な
み
䣓
川
柳
䣔

の
名
称
で
復
権
し
た
の
は
明
治
三
十
年
代
で
あ

る
䣎
そ
の
後
に
䣍
今
日
に
至
る
川
柳
の
基
盤
を
築

い
た
䣓
六
大
家
䣔
の
時
代
が
始
ま
る
䣎
六
大
家
と

呼
ば
れ
る
柳
人
は
䣍
何
を
掲
げ
ど
ん
な
句
を
詠
ん

だ
か
䣍
次
回
に
覗
い
て
み
よ
う
と
思
う
䣎 

  

編
集
後
記 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｋ
生 

 

朝
か
ら
酒
が
飲
め
る
と
喜
ん
だ
正
月
が
過
ぎ
る
と
新

型
コ
ロ
ナ
が
ま
た
ぶ
り
返
し
て
き
た
䣎
引
き
こ
も
り
生

活
の
再
来
で
あ
る
䣎
冬
眠
だ
と
嘆
く
人
も
い
よ
う
が
読

書
に
は
充
分
な
時
間
が
で
き
た
䣎
昔
䣍
途
中
で
断
念
し

た
本
を
手
に
取
る
こ
と
も
最
近
多
い
䣎
哲
学
書
は
一
寸

手
強
い
が
長
め
の
小
説
な
ら
ま
だ
読
破
可
能
だ
䣎
こ
の

冬
䣍
人
間
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
て
み

よ
う
か
䣎
心
に
栄
養
を
補
給
す
る
た
め
に
も
䣎 
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ふ
み
の
道
草
䥹
４
３
䥺 

 
 
 

山
椒
魚 

 

人
生
と
し
て
の
川
柳
䥹
続
䥺 

 
䣕
人
生
と
し
て
の
川
柳
䣖
は
䣍
実
は
䣍
木

津
川
計
の
書
の
題
名
で
あ
る
䥹
角
川
学
芸

出
版
䣍
二
〇
一
〇
年
䥺
䣎
氏
は
䣍
昭
和
四

十
三
年
に
自
ら
創
刊
し
た
䣕
上
方
芸
能
䣖

の
編
集
長
を
長
く
務
め
た
䣎
こ
の
雑
誌
は
䣍

能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
・
文
楽
・
舞
踊
・
落

語
・
漫
才
と
䣍
京
阪
神
の
芸
能
と
大
阪
文

化
を
広
く
紹
介
・
論
評
す
る
専
門
誌
で
あ

䣬
た
䣎
䣕
人
生
と
し
て
の
川
柳
䣖
は
䣍
川

柳
の
総
合
誌
䣕
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
䣖
䥹
新
葉

館
出
版
䥺
に
二
〇
〇
一
年
九
月
号
か
ら
二

〇
一
〇
年
一
月
ま
で
八
年
四
か
月
䣍
同
名

で
百
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
稿
の
半

分
を
一
書
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
䣎

氏
は
䣍
大
阪
を
拠
点
と
す
る
川
柳
界
の
雄

と
も
言
う
べ
き
番
傘
川
柳
本
社
の
社
友

で
あ
る
が
䣍
こ
の
書
は
䣍
川
柳
に
親
し
み

を
持
た
な
い
人
に
と
䣬
て
も
生
き
る
う

え
で
の
示
唆
に
富
む
書
で
あ
る
と
思
う
䣎 

 

さ
て
䣍
川
柳
は
何
を
詠
む
の
で
あ
ろ
う
か
䣎

氏
は
言
う
䣎 

 

人
生
と
は
何
か
䣍
を
僕
は
す
べ
て
川
柳
か

ら
学
ん
だ
䣎
人
間
と
は
何
か
䣍
も
ま
た
䣎
人

の
世
の
森
羅
䣍
そ
の
万
象
を
解
き
明
か
し
て

川
柳
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
䣎
で
は
䣍
川
柳

は
何
を
詠
む
の
か
䣎 

①
川
柳
は
万
人
の
願
い
を
描
く
䣎
今
川
乱
魚

の
句
䣎 

 

天
下
を
論
じ
国
家
を
論
じ
金
が
欲
し 

繕
い
繕
わ
ざ
る
䣕
金
色
夜
叉
䣖
ば
り
の
地
上

で
あ
る
䣎 

②
川
柳
は
男
女
の
愛
を
教
え
る
䣎
松
田
て
い

こ
の
句
䣎 

 

黒
髪
の
先
ま
で
耳
と
な
䣬
て
待
つ 

③
川
柳
は
嘆
き
を
代
弁
す
る
䣎
泉
正
太
郎
の

句
䣎 

 

こ
の
広
い
世
界
に
ボ
ク
の
職
が
な
い 

䣓
人
の
世
や
嗚
呼
に
始
ま
る
広
辞
苑
䣔
䥹
橘

高
薫
風
䥺
の
真
実
だ
䣎 

④
川
柳
は
人
間
の
暗
部
を
さ
ら
す
䣎
古
川
柳

に
䣎 

 

な
き
な
き
も
よ
い
方
を
と
る
か
た
み
わ

け 

潔
白
で
な
い
人
が
い
よ
う
か
䣎
だ
か
ら
詩

人
・
杉
山
平
一
は
䣓
潔
白
䣔
で
こ
う
詠
む
䣎 

ズ
ボ
ン
の
ハ
ン
カ
チ
䤀
フ 

わ
が
う
ち
な
る
唯
一
の
潔
白 

昨
日
洗
䣬
た
ば
か
り 

け
さ
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
ば
か
り 

も
う
こ
の
汚
点 

⑤
川
柳
は
負
の
心
情
を
詠
む
䣎
高
橋
散
二
の

句
䣎 

 

貸
す
金
は
な
い
が
き
つ
ね
と
䣬
て
く
れ 

涙
が
出
る
で
は
な
い
か
䣎
ま
た
䣍
岩
谷
政
子

の
句
䣎 

 

出
世
し
た
仲
間
の
話
で
座
が
沈
み 

⑥
川
柳
は
人
情
の
機
微
を
う
が
つ
䣎
と
し
子

の
句
䣎 

 

ア
ル
バ
ム
に
貼
れ
な
い
人
と
逢
䣬
て
い

る 

ま
た
䣍
満
州
生
の
句
の
つ
ら
い
真
実
䣎 

 

中
継
ぎ
も
打
た
れ
先
発
ほ
䣬
と
す
る 

⑦
川
柳
は
批
判
精
神
の
短
型
詩
で
あ
る
䣎
国

家
精
神
総
動
員
は
䣍
暗
色
で
は
な
く
明
色

で
来
る
䣎
渡
辺
隆
夫
の
句
䣎 

 

カ
ラ
フ
ル
に
国
家
が
来
ま
す
ピ
ヒ
䣹
ピ

ヒ
䣹 

⑧
川
柳
は
時
代
を
と
ら
え
る
䣎 

 

お
宮
お
蔦
浪
子
明
治
は
泣
く
女 

白
眉
と
も
言
う
べ
き
岸
本
水
府
の
句
䣎
あ
の

十
五
年
戦
争
を
矢
部
あ
き
子
は
詠
ん
だ
䣎 

 

昔
む
か
し
赤
紙
と
い
う
人
さ
ら
い 

⑨
川
柳
は
人
生
と
は
何
か
を
教
え
る
䣎
あ
ら

か
じ
め
設
定
さ
れ
䣍
約
束
さ
れ
な
い
か
ら
人

は
み
な
希
望
を
胸
に
生
き
る
の
で
あ
る
䣎
細

井
辰
二
の
句
䣎 

 

台
本
の
な
い
人
生
が
す
ば
ら
し
い 

⑩
川
柳
は
美
し
い
情
感
の
う
た
で
あ
る
䣎
愛

し
い
ひ
と
䣍
美
し
い
自
然
を
川
柳
は
称
え
た

い
䣎
山
本
義
明
の
句
䣎 

 

君
の
名
を
叫
ぼ
う
美
し
い
朝
だ 

 

俳
人
で
評
論
家
の
坪
内
念
典
は
䣍
䣓
俳
句

は
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
文
芸
䣍
川
柳

は
一
番
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
文
芸
䣔
だ
と

区
別
し
た
が
䣍
引
用
し
た
句
は
ま
こ
と
川
柳

で
あ
る
䣎
ま
た
䣍
イ
ギ
リ
ス
の
バ
䤀
ナ
䤀

ド
・
シ
䣼
ウ
は
䣍
䣓
私
の
冗
談
は
真
実
を
語

る
こ
と
で
す
䣔
と
言
䣬
た
そ
う
だ
䣎
そ
う
言

え
ば
䣍
加
藤
周
一
に
も
䣓
真
面
目
な
冗
談
䣔

と
い
う
書
が
あ
䣬
た
䣎
人
は
䣍
人
間
な
ど
そ

の
ひ
と
か
け
ら
に
過
ぎ
な
い
森
羅
万
象
の

真
実
に
触
れ
た
と
き
笑
う
䣎
だ
か
ら
川
柳
は

詠
う
䣎
次
は
䣍
高
橋
散
二
と
岩
井
三
窓
の
句
䣎 

 

誰
よ
り
も
君
を
愛
し
て
使
い
込
み 

 

出
世
し
よ
䣬
て
い
や
ら
し
い
声
と
な
り 

さ
て
䣍
川
柳
は
古
川
柳
か
ら
始
ま
る
䣎
古

川
柳
と
は
䣓
江
戸
文
学
の
一
部
で
あ
䣬
て
䣍

宝
暦
か
ら
寛
政
に
至
る
三
十
余
年
間
に
䣍
柄

井
川
柳
の
選
抜
に
よ
䣬
て
残
さ
れ
た
䣍
約
八

万
の
十
七
字
詩
を
中
心
と
す
る
古
典
文
学

で
あ
る
䣔
䥹
山
路
閑
古
䣍
䣕
古
川
柳
䣖
䣍
岩
波

新
書
䣍
一
九
六
五
年
䥺
䣎
古
川
柳
は
䣍
人
間

観
察
の
秀
句
䣍
可
笑
し
み
の
傑
作
の
宝
庫
だ
䣎 

 

䣗
以
下
䣍
続
き
は
12
ペ
䤀
ジ
下
段
に
あ
り

ま
す
䣘 

 

連載 ふみの道草（4３）  山椒魚 


